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はじめに

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ
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• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, viii ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco UCS Directorを使用し、以下の少なくとも 1つの分野において責任と専
門知識を持つデータセンター管理者を主に対象としています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

•仮想化および仮想マシン

表記法

表示テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのような GUI要素は、イ
タリック体で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、ボールド体で示しています。

GUI要素
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表示テキストのタイプ

マニュアルのタイトルは、イタリック体で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体

CLIコマンド内の変数は、イタリック体で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

関連資料

『Cisco UCS DirectorDocumentation Roadmap』

Cisco UCS Directorの資料の詳細なリストについては、次の URLにある『Cisco UCS Director
Documentation Roadmap』を参照してください。http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/
ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html

『Cisco UCS Documentation Roadmaps』

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、『Cisco UCS B-Series Servers Documentation
Roadmap』（URL：http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc）を参照してください。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』にはCisco UCSManagerおよびCisco UCS
Centralのドキュメントのリンクが含まれています。『Cisco UCS C-Series Servers Documentation
Roadmap』には Cisco Integrated Management Controllerのドキュメントのリンクが含まれていま
す。

（注）
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マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-director-docfeedback@cisco.comよりコメントをお送りください。ご協力をよろ
しくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。

新しく作成された、または改訂されたシスコのテクニカルコンテンツをお手元に直接送信するに

は、『What's New in Cisco Product Documentation』RSSフィードをご購読ください。RSSフィード
は無料のサービスです。
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第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報

• このリリースの新規情報および変更情報, 1 ページ

このリリースの新規情報および変更情報
現在のリリースに関して、このガイドに大幅な変更は加えられていません。
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第 2 章

概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Directorおよびシスコアプリケーションセントリックインフラストラクチャ, 3
ページ

• Cisco Application Policy Infrastructure Controller, 4 ページ

Cisco UCS Director およびシスコアプリケーションセント
リックインフラストラクチャ

Cisco UCS Directorは、コンピューティング、ネットワーク、ストレージ、および仮想化の各階層
に対し単一のインターフェイスから管理できる統合インフラストラクチャ管理ソリューションで

す。Cisco UCS Directorでは、コンピューティング、ネットワーク、ストレージ、および仮想化の
各階層をサポートするワークフロータスクで、ワークフローオーケストレーションエンジンを

使用します。Cisco UCS Directorはマルチテナント機能をサポートするため、インフラストラク
チャをポリシーベースで共有することができます。

Cisco UCSD Directorは、異なるコンテナ階層の間でのコントラクトを定義する機能もサポートす
るため、階層間にルールを適用することもできます。

シスコアプリケーションセントリックインフラストラクチャ（ACI）では、アプリケーションの
要件によってネットワークを定義できます。このアーキテクチャは、アプリケーションの導入サ

イクル全体を簡素化、最適化、加速化します。

Cisco UCS Directorと Cisco ACIを組み合わせることにより、アプリケーションセントリックイン
フラストラクチャのプロビジョニングおよび提供を自動化できます。

Cisco UCS Director APIC リリース 6.0 管理ガイド
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ACI 1.1(1*)を使用するには、TLSv1が Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）
で有効になっていることを確認します。APICで、[ファブリック（Fabric）] > [ファブリック
リソース（Fabric Resources）] > [Pod Polices（ポッドポリシー）] > [通信（Communication）] >
[デフォルト（Default）]を選択して、TLSv1を有効にします。

（注）

Cisco Application Policy Infrastructure Controller
Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）は、シスコアプリケーションセントリッ
クインフラストラクチャ（ACI）の自動化、管理、モニタリング、およびプログラム可能性の統
合ポイントです。APICは、インフラストラクチャの物理コンポーネントと仮想コンポーネントに
対して統一された運用モデルを提供し、あらゆるアプリケーションをどこからでも展開、管理、

モニタリングできるようにします。また、さらに大規模なクラウドネットワークの中央制御エン

ジンとなります。APICは、ユーザ定義のアプリケーション要件とポリシーに基づき、ネットワー
クのプロビジョニングと制御をプログラムによって自動化します。

CiscoUCSDirectorオーケストレーション機能を使用すると、APICの設定と管理タスクを操作ワー
クフローを通じて自動化できます。APICのオーケストレーションタスクの完全なリストは、ワー
クフローデザイナとタスクライブラリで入手できます。Cisco UCS Directorでのオーケストレー
ションの詳細については、『Cisco UCS Director Orchestration Guide』を参照してください。
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第 3 章

APIC アカウントの設定

この章は、次の項で構成されています。

• APICアカウントの追加, 5 ページ

• APICリソースの表示, 8 ページ

• ポッドへの APICアカウントの割り当て, 17 ページ

• APICフェールオーバーの処理, 17 ページ

• 共有レイヤ 3 Outsideの設定, 18 ページ

APIC アカウントの追加

Cisco APICアカウントは特定のポッドに関連付けられません。（注）

リソースグループに属しているアカウントに関連付けられたポッドは編集できません。リソー

スグループに属しているアカウントは削除できません。

（注）

APICクラスタを追加すると、そのクラスタ内のコントローラが自動的に検出されます。[要約
（Summary）]タブでコントローラの詳細を確認できます。[要約（Summary）]タブに移動す
るには、[物理（Physical）] > [ネットワーク（Network）]の順に選択して、左側のペインに表
示された [マルチドメインマネージャ（Multi-DomainManagers）]リストからAPICアカウント
を選択します。

（注）
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Cisco UCS Directorと ACIファブリックを統合するには、TLSv1が ACIファブリックで有効化
されていることを確認します（[ファブリックポリシー（Fabric Policies）] > [ポッドポリシー
（Pod Policies）] >[ポリシー（Policies）] > [通信（Communication）]）。

（注）

ステップ 1 メニューバーで、[管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]の順に選択します。

ステップ 2 [マルチドメインマネージャ（Multi-Domain Managers）]タブをクリックします。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [アカウントの追加（Add Account）]ダイアログボックスで、[アカウントタイプ（Account Type）]ドロッ
プダウンリストから [APIC]を選択します。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 6 [アカウントの追加（Add Account）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

アカウントタイプが表示されます。[アカウントタイプ（Account Type）]フィールド

マルチドメインアカウント名。[アカウント名（Account Name）]フィールド

マルチドメインの説明。[説明（Description）]フィールド

使用可能なポッドのリスト。APICアカウントを追
加するポッドを選択します。

[ポッド（Pod）]フィールド

APICクラスタ内のいずれかの APICコントローラ
の IPアドレス。

特定の APICコントローラの IPアドレス
に到達できない場合、Cisco UCS Director
は他のいずれかの APICコントローラの
アウトオブバンド IPを使用して APICを
管理します。

（注）

Cisco UCS Directorは、APICクラスタ内
の他の APICコントローラの IPアドレス
を自動的に検出します。

（注）

[サーバ IP（Server IP）]フィールド

ポリシーを使用してアカウントにクレデンシャルを

割り当てる場合に、このチェックボックスをオンに

します。

[クレデンシャルポリシーの使用（Use Credential
Policy）]チェックボックス
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説明名前

このフィールドは、[クレデンシャルポリシーの使
用（Use Credential Policy）]チェックボックスがオ
ンになっている場合にのみ表示されます。クレデン

シャルポリシーを選択します。

SSHまたは Telnetプロトコルを使用して
デバイスに接続することはできません。

SSHまたは Telnetプロトコルが選択され
たデバイスクレデンシャルポリシー内で

指定されている場合は、クレデンシャル

ポリシーで定義されたプロトコルをチェッ

クするように促されます。

（注）

[クレデンシャルポリシー（Credential Policy）]ド
ロップダウンリスト

このフィールドは、[クレデンシャルポリシーの使
用（Use Credential Policy）]チェックボックスがオ
フになっている場合にのみ表示されます。APICア
カウントを管理しているユーザの名前。このアカウ

ントは、ユーザ名を使用してAPICサーバにアクセ
スします。このユーザ名は、APICサーバ内で有効
な管理アカウントにする必要があります。

LDAPクレデンシャルでは、ユーザ名の
形式を apic:<LDAPDomainName>\<LDAP
User Name>にする必要があります。

（注）

ユーザが、サポートされている機能にア

クセスし、レポートの表示やレポートへ

のアクセスなどのアクションを実行した

り、CiscoUCSDirectorのワークフロータ
スクを実行したりするには、APICサーバ
で必要な権限をすべて備えている必要が

あります。

（注）

[ユーザ名（Username）]フィールド

このフィールドは、[クレデンシャルポリシーの使
用（Use Credential Policy）]チェックボックスがオ
フになっている場合にのみ表示されます。このパス

ワードがユーザ名に関連付けられます。

[パスワード（Password）]フィールド

このフィールドは、[クレデンシャルポリシーの使
用（Use Credential Policy）]チェックボックスがオ
フになっている場合にのみ表示されます。プロトコ

ルを [https]として選択します。

[プロトコル（Protocol）]ドロップダウンリスト
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説明名前

このフィールドは、[クレデンシャルポリシーの使
用（Use Credential Policy）]チェックボックスがオ
フになっている場合にのみ表示されます。このポー

トが APICアカウントへのアクセスに使用されま
す。

[ポート（Port）]フィールド

このアカウントを使用する管理者または個人の電子

メールアドレス。

[連絡先（Contact）]フィールド

アカウントと関連付けられたデバイスの場所。[ロケーション（Location）]フィールド

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 8 新しく作成したアカウントを選択します。

ステップ 9 アカウントが機能することを確認するには、[接続のテスト（Test Connection）]をクリックします。

Cisco UCS Directorによって APICサーバへの接続がテストされます。このテストに合格した場合
は、APICアカウントが追加され、APICサーバ内のすべてのインフラストラクチャ要素が検出さ
れます。この検出プロセスとインベントリ収集が完了するまでに数分かかります。

APIC リソースの表示
Cisco UCS Directorで APICアカウントを作成すると、当該の APICアカウントの関連リソースを
表示できるようになります。

ステップ 1 メニューバーで、[物理（Physical）] > [ネットワーク（Network）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで [マルチドメインマネージャ（Multi-Domain Managers）]をクリックします。

ステップ 3 [APICアカウント（APIC Accounts）]を展開して、APICアカウントをクリックします。
Cisco UCS Directorに APICアカウントのシステム概要とコントローラが表示されます。

ステップ 4 サーバの特定のコンポーネントの詳細を確認するには、次のタブのいずれかをクリックします。

• [概要（Summary）]タブ：APICコントローラのシステム概要と要約を表示します。

• [ファブリックノード（Fabric Nodes）]タブ：ノード名、モデル、ベンダー、ロール、シリアル、ス
テータス付きノード IDなどの詳細を含むファブリックノードのリストを表示します。

ファブリックノードの詳細情報を表示するには、ファブリックノードを選択して、[詳細の表示（View
Details）]をクリックします。次のタブが表示されます。
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• [ファブリックシャーシ（Fabric Chassis）]：ファブリックシャーシのファブリック名、ID、モ
デル、ベンダー、シリアル、リビジョン、および動作ステータスを表示します。

• [ファンスロット（Fan Slots）]：ファンスロットのファブリック名、スロット ID、タイプ、動
作ステータス、および挿入されたカードの詳細を表示します。

• [物理インターフェイス（Physical Interfaces）]：速度、モード、CFGアクセスVLAN、CFGネイ
ティブVLAN、バンドルインデックス、操作デュプレックスモード、操作ポート状態、および
現在の動作状態の理由を含むインターフェイス詳細を表示します。ポートの動作状態は次のい

ずれかになります：不明、ダウン、リンクアップ、アップ。

• [ファブリックルーテッドVLANインターフェイス（FabricRoutedVlan Interfaces）]：ファブリッ
クルーテッドVLANインターフェイスのステータスと現在の動作ステータスの理由を表示しま
す。

• [ファブリックカプセル化ルーテッドインターフェイス（FabricEncapsulatedRouted Interfaces）]：
ファブリックカプセル化ルーテッドインターフェイスのリストを表示します。

• [ファブリックルーテッドループバックインターフェイス（FabricRoutedLoopback Interfaces）]：
ファブリックルーテッドループバックインターフェイスのリストを表示します。

• [ファブリック管理インターフェイス（Fabric Management Interfaces）]：ファブリック管理イン
ターフェイスのリストを表示します。

• [トンネルインターフェイス（Tunnel Interfaces）]：トンネルインターフェイスのインターフェ
イス、動作状態、現在の動作状態の理由、トンネルレイヤ、トンネルタイプ、およびタイプを

表示します。

• [システム（System）]タブ：ノード名、インバンド管理 IPアドレス、アウトオブバンド管理 IPアド
レス、インフラストラクチャ IPアドレス、ファブリックMACアドレス、ID、ロール、およびシリ
アル番号を含むシステム詳細を表示します。

• [ファブリックメンバーシップ（Fabric Memberships）]タブ：ノード名、シリアル番号、ノード ID、
モデル、ロール、IPアドレス、廃止ステータス、およびサポートされているモデルを含むファブリッ
クメンバーシップ詳細を表示します。

• [物理ドメイン（Physical Domains）]タブ：APICサーバ内の物理ドメインを表示します。ドメインを
追加するには、[追加（Add）]をクリックします。

• [テナントの健全性（Tenants Health）]タブ：テナントの健全性スコアを表示します。

テナントの健全性に関する詳細を表示するには、テナントを選択して、[詳細の表示（ViewDetails）]
をクリックします。次のタブが表示されます。

• [EPGの健全性（View Details）]：エンドポイントグループ（EPG）の健全性スコアを表示しま
す。

• [アプリケーションの健全性（Application Health）]：アプリケーションの健全性スコアを表示し
ます。

• [ノードの健全性（Nodes Health）]タブ：ノードの健全性スコアを表示します。
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ノードの健全性の詳細を表示するには、ノードを選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリッ
クします。次のタブが表示されます。

• [アクセスポートの健全性（Access Ports Health）]：アクセスポートの健全性スコアを表示しま
す。

• [ファブリックポートの健全性（Fabric Ports Health）]：ファブリックポートの健全性スコアを
表示します。

• [ラインカードの健全性（Line Cards Health）]：ラインカードの健全性スコアを表示します。

• [アクセスエンティティプロファイル（AccessEntityProfile）]タブ：アクセスエンティティプロファ
イルの名前と説明を表示します。

アクセスエンティティプロファイルの詳細を表示するには、エンティティプロファイルを選択し

て、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。次のタブが表示されます。

• [ポリシーグループ（Policy Groups）]：エンティティプロファイルのポリシーグループを表示
します。

• [インターフェイスに関連付けられたドメイン（DomainAssociatedTo Interfaces）]：インターフェ
イスに関連付けられたドメインのリストを表示します。

• [リンクレベルポリシー（Link Level Policy）]タブ：リンクレベルポリシーの名前、自動ネゴシエー
ション、速度、リンクデバウンス間隔、および説明を表示します。

• [VLANプール（VLAN Pool）]タブ：APICサーバに追加された VLANプールを表示します。VLAN
プールを追加するには、[追加（Add）]をクリックします。

VLANプールの詳細を表示するには、VLANプールを選択して、[詳細の表示（View Details）]をク
リックします。次のタブが表示されます。

• [VLANプールの範囲（VLAN Pool Range）]：VLANプール名、割り当てのモード、およびプー
ルの範囲を表示します。VLANプールにVLANの範囲を追加するには、[追加（Add）]をクリッ
クします。

• [CDPインターフェイスポリシー（CDP Interface Policy）]タブ：Cisco Discovery Prototol（CDP）イン
ターフェイスポリシーの名前と説明、管理ステータスを表示します。

• [LLDPインターフェイスポリシー（LLDP Interface Policy）]タブ：Link Layer Discovery Protocol
（LLDP）インターフェイスポリシーの名前と説明、および受信ステータスと送信ステータスを表示
します。

• [リーフポリシーグループ（Leaf Policy Group）]タブ：リーフポリシーグループの名前と説明を表
示します。

• [テナント（Tenant(s)）]タブ：APICサーバ内のテナントを表示します。テナントを追加するには、
[追加（Add）]をクリックします。

テナントの詳細を表示するには、テナントを選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックし
ます。次のタブが表示されます。
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• [概要（Summary）]：テナントの概要を表示します。

• [アプリケーションプロファイル（Application Profile）]：テナントアプリケーションプロファ
イルの名前、テナント、説明、およびQoSクラスを表示します。テナントアプリケーションプ
ロファイルを追加するには、[追加（Add）]をクリックします。アプリケーションプロファイ
ルを選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、アプリケーションプロファイル
の EPGが表示されます。

EPGを選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックして、指定した契約、使用済み契約、
レイヤ 4からレイヤ 7の EPGパラメータ、使用済み契約インターフェイス、スタティックノー
ド、ドメイン、スタティックパス、EPGのサブネットを表示します。[使用済み契約インター
フェイス（Consumed Contract Interface）]タブで、[追加（Add）]をクリックし、使用済み契約
インターフェイスを EPGに追加します。

• [導入済みサービスグラフ（DeployedServiceGraph）]：テナントに導入されるサービスグラフの
リストが表示されます。サービスグラフを選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックす
ると、レイヤ 4～レイヤ 7の導入済みサービスグラフパラメータが表示されます。

• [フィルタ（Filters）]：フィルタのテナント、名前、および説明を表示します。テナントフィル
タルールを表示するには、フィルタを選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックしま
す。

• [外部ブリッジネットワーク（External Bridge Network）]：外部ブリッジネットワークのテナン
ト、名前、および説明を表示します。ネットワークを選択して、[詳細の表示（View Details）]
をクリックすると、次のタブが表示されます。

◦ [外部ネットワーク（ExternalNetwork）]：外部ネットワークを選択して、[詳細の表示（View
Details）]をクリックすると、指定されたコントラクトと消費されたコントラクトの詳細が
表示されます。

◦ [ノードプロファイル（Node Profile）]：ノードプロファイルを選択して、[詳細の表示
（View Details）]をクリックすると、インターフェイスプロファイルの詳細が表示されま
す。

• [外部ルーテッドネットワーク（External Routed Networks）]：外部ルーテッドネットワークのテ
ナント、名前、および説明を表示します。ネットワークを選択して、[詳細の表示（ViewDetails）]
をクリックすると、次のタブが表示されます。

◦ [ルートプロファイル（Route Profile）]：ルートプロファイルを選択して、[詳細の表示
（View Details）]をクリックすると、コンテキストの詳細が表示されます。

◦ [論理ノードプロファイル（LogicalNodeProfile）]：論理ノードプロファイルを選択し、[詳
細の表示（View Details）]をクリックします。次のタブが表示されます。

• [論理ノード（Logical Nodes）]タブ：論理ノードを表示します。[追加（Add）]をク
リックして、外部ルーテッドネットワークの論理ノードプロファイルに論理ノード

を追加します。論理ノードを選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックする
と、論理ノードへの静的ルートが表示されます。
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• [論理インターフェイスプロファイル（Logical Interface Profile）]タブ：論理インター
フェイスプロファイルを選択し、[詳細の表示（ViewDetails）]をクリックすると、論
理インターフェイスと論理 OSPFインターフェイスが表示されます。[論理OSPFイン
ターフェイス（Logical OSPF Interface）]タブで [追加（Add）]をクリックして、OSPF
プロファイルデータでインターフェイスプロファイルを作成します。

• [BGPピア接続（BGP Peer Connectivity）]タブ：論理ノードプロファイルの BGPピア
接続を表示します。[追加（Add）]をクリックして、ピア接続をノードプロファイル
に追加します。

◦ [外部ネットワーク（ExternalNetwork）]：外部ネットワークを選択して、[詳細の表示（View
Details）]をクリックすると、サブネット、指定されたコントラクト、および消費されたコ
ントラクトの詳細が表示されます。 [タグの追加（Add Tags）]オプションを使用して、外
部ネットワークおよび消費されたコントラクトにタグを付けることができます。このタグ

は、アプリケーションコンテナの導入で使用するネットワークおよびコントラクトを識別

するのに使用されます。

• [ブリッジドメイン（BridgeDomains）]：テナント、名前、説明、セグメント ID、ユニキャスト
トラフィック、ARPフラッディング、マルチキャスト IPアドレス、カスタマーMACアドレス、
ユニキャストルート、およびレイヤ 2の不明なユニキャスト値を表示します。

ブリッジドメインの詳細を表示するには、ブリッジドメインを選択して、[詳細の表示（View
Details）]をクリックします。次のタブが表示されます。

• [DHCPリレーラベル（DHCPRelay Label）]：DHCPリレーのテナント、名前、説明、およ
び範囲を表示します。

• [サブネット（Subnet）]：テナントのテナント、ブリッジドメイン、説明、サブネット制
御、およびゲートウェイアドレスを表示します。

• [プライベートネットワーク（Private Networks）]：プライベートネットワークのテナント名、
名前、説明、ポリシー制御、およびセグメントを表示します。プライベートネットワークを追

加するには、[追加（Add）]をクリックします。

• [BGPタイマー（BGP Timers）]：ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）タイマーのテナン
ト、名前、グレースフルリスタート制御、ホールド間隔、キープアライブ間隔、および期限切

れ間隔を表示します。

• [コントラクト（Contracts）]：コントラクトのテナント、名前、説明、タイプ、QoS、および範
囲を表示します。

コントラクトの詳細を表示するには、コントラクトを選択して、[詳細の表示（View Details）]
をクリックします。次のタブが表示されます。

• [コントラクト対象（ContractSubject）]：コントラクト対象を選択して、[詳細の表示（View
Details）]をクリックすると、フィルタチェーン、コンシューマからプロバイダー方向の
フィルタチェーン、プロバイダーからコンシューマ方向のフィルタチェーン、指定された

ラベル、および消費されたラベルが表示されます。各タブには、フィルタ、インターム
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フィルタ、アウトタームフィルタ、指定ラベル、および消費ラベルをコントラクト対象に

追加するための [追加（Add）]オプションがあります。

• [エクスポートされたテナント（Exported Tenants）]：エクスポートされたテナントのコン
トラクトを表示します。

• [禁止コントラクト（Taboo Contracts）]：禁止コントラクトのテナント、名前、説明、および範
囲を表示します。

• [リレーポリシー（Relay Policy）]：リレーポリシーのリストを表示します。

• [オプションポリシー（Option Policy）]：オプションポリシーのリストを表示します。

• [エンドポイント保持（End Point Retention）]：テナントのテナント、名前、説明、ホールド間
隔、バウンストリガー、バウンスエントリ経過期間、ローカルエンドポイント経過期間、リ

モートエンドポイント経過期間、および移動頻度を表示します。

• [OSPFインターフェイス（OSPF Interface）]：Open Shortest Path First（OSPF）インターフェイス
のテナント、名前、説明、ネットワークタイプ、プライオリティ、インターフェイスのコスト、

インターフェイス制御、hello間隔、dead間隔、再送間隔、および送信遅延を表示します。[作成
（Create）]をクリックして、OSPFインターフェイスポリシーを作成します。

• [OSPFタイマー（OSPF Timers）]：OSPFタイマーの詳細を表示します。

• [IGMPスヌープ（IGMP Snoop）]：IGMPスヌープの詳細を表示します。

• [カスタム QOS（Custom QOS）]：カスタム QoSの詳細を表示します。

• [アクションルールプロファイル（ActionRuleProfile）]：テナントのアクションルールプロファ
イルを表示します。[作成（Create）]をクリックして、アクションルールプロファイルを作成
します。[アクションルールプロファイルの作成（Create Action Rule Profile）]ダイアログボック
スで、アクションルールプロファイルの名前と説明を入力します。ルートタグに基づいてアク

ションルールを設定する場合は、[ルートタグに基づいてルールを設定（SetRuleBasedOnRoute
Tag）]チェックボックスをオンにします。

• [L4-L7サービスグラフ（L4-L7 Service Graph）]：レイヤ 4～ 7のサービスグラフの詳細を表示
します。サービスグラフを選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、次のタ
ブが表示されます。

• [コンシューマ EPG（Consumer EPG）]：テナント内でコンシューマとしてラベル付けされ
ている EPGのリストを表示します。EPGがコントラクトを消費すると、消費する EPGの
エンドポイントが、そのコントラクトを提供しているEPGの任意のエンドポイントとの通
信を開始する場合があります。

• [プロバイダーEPG（ProviderEPG）]：テナント内でプロバイダーしてラベル付けされてい
るEPGのリストを表示します。EPGがコントラクトを提供すると、通信が提供されたコン
トラクトに準拠している限り、その EPGとの通信は他の EPGから開始できます。

• [ノード（Nodes）]：テナントのノードのリストを表示します。ノードを選択し、[詳細の
表示（View Details）]をクリックすると、そのノードのノード機能とコネクタが表示され
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ます。ノード機能を選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、レイヤ 4～
レイヤ 7の機能ノードパラメータが表示されます。

• [接続（Connections）]：テナント内の接続のリストを表示します。接続を選択し、[詳細の
表示（View Details）]をクリックすると、テナント内の接続端末が表示されます。

• [機能プロファイルグループ（Function Profile Group）]：テナントの機能プロファイルグループ
を表示します。機能プロファイルグループを選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリック
すると、グループの機能プロファイルが表示されます。機能プロファイルを追加するには、[追
加（Add）]をクリックします。機能プロファイルの詳細を表示するには、機能プロファイルを
選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。次のタブが表示されます。

• [機能プロファイルパラメータ（Function Profile Parameter）]：機能プロファイルパラメー
タを表示します。[機能プロファイルパラメータ（FunctionProfile Parameter）]タブで、ACL
やインターフェイスを追加したり、ブリッジグループインターフェイスを機能プロファイ

ルに追加したり、ネットワークオブジェクトを機能プロファイルに追加したりできます。

機能プロファイルパラメータを選択し、[詳細の表示（ViewDetails）]をクリックすると、
機能プロファイルパラメータの設定と機能プロファイルパラメータのレベル 1フォルダが
表示されます。

• [L4-L7機能プロファイルパラメータ（L4-L7 Function Profile Parameters）]：レイヤ 4～レイ
ヤ 7の機能プロファイルパラメータのリストを表示します。

• [機能プロファイル関数パラメータ（Function Profile Function Parameter）]：機能プロファイ
ル関数パラメータのリストを表示します。[詳細の表示（View Details）]をクリックする
と、機能プロファイル関数パラメータ Relの詳細が表示されます。

• [デバイスクラスタ（Device Clusters）]：デバイスクラスタの詳細を表示します。デバイスクラ
スタの詳細を表示するには、デバイスクラスタを選択し、[詳細の表示（View Details）]をク
リックします。次のタブが表示されます。

• [デバイスクラスタの状態（DeviceClusterState）]：デバイスのクラスタ名、デバイス状態、
および設定されたステータスを表示します。

• [具象デバイス（ConcreteDevice）]：具象デバイスのリストを表示します。具象デバイスを
選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、具象インターフェイスへの仮
想ネットワークインターフェイスカード（vNIC）と具象インターフェイスへのパスが表
示されます。

• [論理インターフェイス（Logical Interface）]：デバイスクラスタ内の論理インターフェイ
スのリストを表示します。論理インターフェイスを選択し、[詳細の表示（View Details）]
をクリックすると、論理インターフェイスの詳細が表示されます。

• [導入済みデバイスクラスタ（Deployed Device Cluster）]：テナントに導入されたデバイスクラ
スタを表示します。
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• [論理デバイスコンテキスト（LogicalDeviceContext）]：論理デバイスコンテキストの詳細を表
示します。論理デバイスコンテキストを選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックする
と、論理インターフェイスコンテキストが表示されます。

• [L3ドメイン（L3 Domain）]タブ：APICアカウント内のレイヤ 3ドメインのリストを表示します。
レイヤ 3ドメインを作成するには、[作成（Create）]をクリックします。

[L3ドメインの作成（Create L3 Domain）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

• [L3ドメイン（L3 Domain）]フィールド：レイヤ 3ドメインの名前。

• [関連付けられた接続可能エンティティプロファイル（AssociatedAttachableEntityProfile）]フィー
ルド：[選択（Select）]をクリックし、レイヤ 3ドメインに関連付ける、接続可能なアクセスエ
ントリプロファイルを選択します。

• [VLANプール（VLAN Pool）]フィールド：[選択（Select）]をクリックし、VLANプールを選
択します。

• [L2ドメイン（L2 Domain）]タブ：APICアカウント内のレイヤ 2ドメインのリストを表示します。
レイヤ 2ドメインを作成するには、[作成（Create）]をクリックします。

[L2ドメインの作成（Create L2 Domain）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

• [L2ドメイン（L2 Domain）]フィールド：レイヤ 2ドメインの名前。

• [関連付けられた接続可能エンティティプロファイル（AssociatedAttachableEntityProfile）]フィー
ルド：[選択（Select）]をクリックし、レイヤ 2ドメインに関連付ける、接続可能なアクセスエ
ントリプロファイルを選択します。

• [VLANプール（VLAN Pool）]フィールド：[選択（Select）]をクリックし、VLANプールを選
択します。

• [VMネットワーキング（VMNetworking）]タブ：仮想マシン（VM）ネットワークとベンダーの詳細
を表示します。

VMネットワークの詳細を表示するには、VMを選択して、[詳細の表示（ViewDetails）]をクリック
します。次のタブが表示されます。

• [VMwareドメイン（VMwareDomains）]：VMwareドメインとベンダーの詳細のリストを表示し
ます。VMwareドメインを選択し、[詳細の表示（ViewDetails）]をクリックすると、VMwareド
メインコントローラ、vCenterクレデンシャル、およびvCenter/vShieldが表示されます。VMware
ドメインコントローラを選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、分散型仮想
スイッチ（DVS）、ハイパーバイザ、および仮想マシンが表示されます。DVSを選択し、[詳細
の表示（View Details）]をクリックすると、DVSポートグループが表示されます。

• [L4-L7サービスデバイスタイプ（L4-L7 Service Device Types）]タブ：モデル、ベンダー、バージョ
ン、および機能を含むレイヤ 4～ 7のサービスデバイスタイプを表示します。
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レイヤ 4～ 7のサービスデバイスタイプの詳細を表示するには、レイヤ 4～ 7のサービスデバイス
タイプを選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。次のタブが表示されます。

• [L4-L7サービスデバイスプロパティ（L4-L7 Service Device Properties）]：レイヤ 4～レイヤ 7
のサービスデバイスタイプのベンダー、パッケージ名、パッケージバージョン、およびロギン

グレベルを表示します。

• [L4-L7サービスデバイスインターフェイスラベル（L4-L7 Service Device Interface Labels）]：イ
ンターフェイスラベルのリストを表示します。

• [L4-L7サービス機能（L4-L7 Service Functions）]：サービス機能のリストを表示します。サービ
ス機能を選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、レイヤ 4～レイヤ 7のサー
ビス機能コネクタの詳細が表示されます。

• [ファブリックノードトポロジ（Fabric Nodes Topology）]タブ：ファブリックノードのトポロジの
詳細を表示します。

• [L2ネイバー（L2Neighbors）]タブ：プロトコル、ファブリック名、デバイス ID、機能、ポート ID、
ローカルインターフェイス、ホールド時間、およびプラットフォームを含むレイヤ 2ネイバーの詳
細を表示します。

• [導入済みサービスグラフ（Deployed Service Graph）]タブ：APICアカウントのテナント、コントラ
クト、状態、サービスグラフ、コンテキスト名、ノード機能、および説明を表示します。

• [EPGとコントラクトの関連付け（EPG to Contract Association）]タブ：EPGとコントラクトの関連の
詳細を表示します。

• [アクセスポートポリシーグループ（Access Port Policy Groups）]タブ：APICサーバ内のアカウント
のアクセスポートポリシーグループ名、リンクレベルポリシー、Cisco Discovery Protocol（CDP）
ポリシー、LinkAggregationControl Protocol（LACP）ポリシー、LinkLayerDiscoveryProtocol（LLDP）、
リンクアグリゲーションタイプ、および接続可能エンティティプロファイルを表示します。

• [ファブリックインターフェイスプロファイル（Fabric Interface Profiles）]タブ：APICサーバのファ
ブリックインターフェイスプロファイルを表示します。

• [ファブリック設定済みスイッチインターフェイス（Fabric Configured Switch Interfaces）]タブ：APIC
サーバのファブリック設定済みスイッチインターフェイスを表示します。

• [ファブリックスイッチプロファイル（Fabric Switch Profiles）]タブ：APICサーバのファブリック
スイッチプロファイルを表示します。
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ポッドへの APIC アカウントの割り当て
ユーザインターフェイス（UI）の [統合（Converged）]メニューで、Cisco UCS Directorにデータ
センター向けのデバイスの統合スタックが表示されます。統合 UIに APICアカウントを表示する
には、ポッドに APICアカウントを割り当てます。

ステップ 1 メニューバーで、[物理（Physical）] > [ネットワーク（Network）]の順に選択します。

ステップ 2 左側のペインで [マルチドメインマネージャ（Multi-Domain Managers）]をクリックします。

ステップ 3 [APICアカウント（APIC Accounts）]を展開して、APICアカウントをクリックします。
Cisco UCS Directorに APICアカウントのシステム概要とコントローラが表示されます。

ステップ 4 右側のペインで、ポッドに割り当てる APICアカウントを選択します。

ステップ 5 [ポッドへの割り当て（Assign to Pod）]をクリックします。
[ポッドへの割り当て（Assign to Pod）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [ポッドの選択（Select Pod）]ドロップダウンリストから、APICアカウントを割り当てるポッドを選択し
ます。

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。
APICアカウントが統合 UIに表示されます。

APIC フェールオーバーの処理
APICコントローラは、APICクラスタに導入されます。高可用性を確保するために、クラスタご
とに 3つ以上のコントローラを導入することを推奨します。Cisco UCS Directorに APICアカウン
トを作成する場合は、APICクラスタ内のいずれかのAPICコントローラの IPアドレスを指定しま
す。Cisco UCS Directorは APICクラスタ内の別の APICコントローラとそれぞれの IPアドレスを
検出します。

APICデバイスの管理に使用されていたコントローラの IPアドレスがダウンしたり 45秒間到達不
能な場合、CiscoUCSDirectorは到達可能なコントローラの IPアドレスのいずれかを使用してAPIC
デバイスとデータをやり取りしようとします。

複数の ACIファブリックがあり、それぞれのファブリックに複数のコントローラが付属している
場合、ACIファブリックのコントローラのいずれかが APICデバイスを管理するために使用され
ます。コントローラがダウンしたり45秒間到達不能な場合、CiscoUCSDirectorはACIファブリッ
ク内の次に到達可能なコントローラを使用します。
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共有レイヤ 3 Outside の設定
共有レイヤ 3Outside（L3Out）機能を利用することにより、1つのL3Outで多数のテナントに対し
て外部ネットワーク接続を提供できるようになります。

アプリケーションコンテナの導入時に共有L3Out機能を使用するには、テナントオンボーディン
グ時およびアプリケーションプロファイルの作成時に次の前提条件が満たされていることを確認

する必要があります。

1 共通テナントでL3Outを設定します。たとえば、Commonという名前のテナントで、外部ネッ
トワーク接続に使用する外部ネットワークおよびコントラクトを設定します。

2 タグ値（たとえば sample-tag）を使用して、Commonテナントの外部ネットワークにタグを付
けます。詳細については、APICリソースの表示, （8ページ）の [テナント（Tenants）] >
[外部ルーテッドネットワーク（External Routed Network）] > [外部ネットワーク（External
Network）]タブの説明を参照してください。

外部ネットワークへのタグ付けを行う際に必要なタグを [タグ（Tag）]ドロップダウンリスト
から取得するには、タグの作成時に、APIC外部ネットワークをタグ付け可能なエンティティ
としてマップする必要があります。タグ付け可能なエンティティをマップするには、[タグの
作成（Create Tag）]ウィンドウの [適用性ルール（Applicability Rules）]画面で、[管理
（Administration）]カテゴリにある [Apic外部ネットワーク（Apic External Network）]チェッ
クボックスをオンにする必要があります。

（注）

3 外部ネットワーク内のコントラクトにも、外部ネットワークのタグ付けに使用されているもの

と同じ値（たとえば sample-tag）のタグを付与します。詳細については、APICリソースの表
示, （8ページ）の [テナント（Tenants）] > [外部ルーテッドネットワーク（External Routed
Network）] > [外部ネットワーク（External Network）]タブの説明を参照してください。

外部ネットワークへのタグ付けを行う際に必要なタグを [タグ（Tag）]ドロップダウンリスト
から取得するには、タグの作成時に、APICが使用するコントラクトを外部ネットワークへタ
グ付け可能なエンティティとしてマップする必要があります。タグ付け可能なエンティティを

マップするには、[タグの作成（CreateTag）]ウィンドウの [適用性ルール（ApplicabilityRules）]
画面で、[管理（Administration）]カテゴリにある [Apicが使用する外部ネットワークへのコン
トラクト（Apic Consumed Contracts To External Networks）]チェックボックスをオンにする必
要があります。

（注）

4 テナントオンボーディング後に、[テナントリソースの割り当て（TenantResourceAllocation）]
タスクを使用して、コンテナのテナントvPOD内のタグ付けされた外部ネットワークおよびコ
ントラクト情報を更新します。

テナントオンボーディング時に IPアドレスのオーバラップが有効になっている場合は、[テナ
ントリソースの割り当て（Tenant Resource Allocation）]タスクで、[一意の IPサブネットプー
ルポリシー ID（Unique IP Subnet Pool Policy ID）]の IDの [ユーザ入力にマッピング（Map to
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User Input）]をオンにして、一意のサブセットプールを設定します。ネットワーク層は、この
一意の IPサブネットプールから選択された、一意の IPアドレスを使用して、共有 L3Outに接
続します。テナントオンボーディング時に IPアドレスのオーバラップが有効になっていない
場合は、ネットワーク層に IPアドレスを割り当てるためにこの IPサブネットプールが使用さ
れます。

5 アプリケーションプロファイルの作成時に、外部ネットワークおよびコントラクトと同じタグ

を選択して、CommonテナントのL3Out設定を使用します。外部ネットワークおよびコントラ
クト用のタグ選択方法の詳細については、『Cisco UCS Director Application Container Guide』の
「Adding an Application Profile」の項を参照してください。

6 アプリケーションコンテナのプロビジョニングで、このアプリケーションプロファイルを使

用します。

Cisco UCS Directorはタグに基づいて外部ネットワークおよびコントラクトを識別し、コンテ
ナ内のテナントの外部ネットワーク接続にこれらのデータを使用します。
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第 4 章

リソースグループの管理

この章は、次の項で構成されています。

• リソースグループ, 21 ページ

• テナント, 49 ページ

• 提供サービス, 51 ページ

• テナントプロファイル, 64 ページ

リソースグループ
リソースグループを使用することで、アプリケーションの要件に応じてテナント向けに適切なリ

ソースを選択することができます。提供サービス、テナントプロファイル、アプリケーションプ

ロファイル、リソースグループなどの追加の概念はすべて必須です。これらのリソースグループ

の概念を使用することで、リソースの動的な選択に基づいてテナントをオンボーディングしたり、

アプリケーションを導入したりできます。複数のテナントのリソースグループでリソースを共有

することも、リソースを特定のテナント専用にすることもできます。

リソースグループは、リソースのプールです。各グループに物理インフラストラクチャリソー

ス、仮想インフラストラクチャリソースを含めたり、物理インフラストラクチャリソースと仮想

インフラストラクチャリソースを組み合わせたりできます。リソースグループを使用すると、最

小限の手作業で Cisco UCS Directorへのテナントのオンボーディングを実行できます。

インフラストラクチャ管理者またはシステム管理者は、リソースグループに物理アカウントまた

は仮想アカウントを一度に 1つずつ追加できます。また、リソースグループにポッドを追加し
て、そのポッド内のすべてのアカウントをそのリソースグループに追加できます。リソースグ

ループへのポッドの割り当てに関する詳細については、リソースグループへのポッドの追加, （
46ページ）を参照してください。

アカウントをリソースグループに追加すると、デフォルトでそのリソースグループは、そのアカ

ウントのオブジェクトのすべてのキャパシティと機能を、リソースグループエンティティのキャ

パシティおよび機能として通知します。CiscoUCSDirectorを使用すれば、リソースグループから
特定の容量または機能を選択的に無効にできます。
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環境変数

環境変数は、リソースごとに設定できます。これらの環境変数は、テナントオンボーディングと

アプリケーションの導入のプロビジョニング中に使用されます。

仮想アカウントと物理アカウントの両方に対するデフォルトの環境変数は次のように設定するこ

とができます。さらに、環境変数をCiscoUCSDirectorに追加し、その環境変数をリソースグルー
プで使用することもできます。環境変数の追加方法の詳細については、カスタム環境変数の追加,
（33ページ）を参照してください。

リストされた環境変数がすべてのワークフローに必要というわけではありません。必須である

環境変数のサブセットは、使用例と実行する具体的なワークフローによって異なります。

（注）

仮想コンピューティングの環境変数

サンプル値説明環境変数

APIC新たに作成したコンテナを追加する

フォルダ。

コンテナの親フォルダ

IP-PoolAPICコンテナは、Cisco UCS Director
で定義されている IPサブネットプー
ルポリシーを使用します。コンテナ

内の各階層は IPサブネットプールポ
リシーの一意のサブネットアドレス

を取得します。この環境変数はコン

テナプロビジョニングに使用されま

す。

IPサブネットプール
ポリシー

仮想ストレージの環境変数

仮想ストレージには、環境変数は必要ありません。
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仮想ネットワークの環境変数

サンプル値説明環境変数

ACI-Bldg4-1-vCenterVMware vCenterは、Virtual
MachineManager（VMM）ドメ
インを使用して設定された

ACI-vCenterです。VMware
vCenterが Cisco APICに関連付
けられている場合は、同じ名前

の分散仮想スイッチ（DVS）が
VMware vCenterに作成されま
す。この環境変数はテナント

オンボーディングに使用されま

す。

VXLANモードでAVSをサポー
トするには、Cisco AVスイッ
チのあるVMMドメインを選択
します。

Cisco UCS Directorは、VLAN
およびVXLANの両方のモード
でAVSをサポートします。VM
は、VMMドメインに割り当て
られたプールから VLAN IDま
たはVXLANIDを取得します。

VMware用の VMMドメイン

virt_switch要件に応じてDVスイッチまた
は Cisco AVスイッチを選択し
ます。

DVスイッチは、vCenterアカウ
ントで使用することができ、オ

ンボーディング中に選択された

ホストを接続するために使用さ

れます。

Cisco AVスイッチは、VXLAN
モードで AVSをサポートする
ために使用されます。

この環境変数はテナントオン

ボーディングに使用されます。

DVスイッチ

Cisco UCS Director APIC リリース 6.0 管理ガイド
23

リソースグループの管理

環境変数



物理コンピューティングの環境変数

サンプル値説明環境変数

PhysCisco UCSの物理ドメイン。こ
の環境変数はベアメタルプロ

ビジョニングに使用されます。

UCSの物理ドメイン

ACI3-Eng-VLAN-Poolアカウントの VLAN IDの割り
当て元の VLANプール。

VLANプール

DR_UCSM;org-root;org-root/l
s-ACI-DR-Hosts

ベアメタルをプロビジョニン

グするホストサービスプロ

ファイルの作成に使用されるテ

ンプレート。この環境変数は

NetAppストレージシステムの
ベアメタルプロビジョニング

に使用されます。

iSCSI PXEのブートサービス
プロファイルテンプレート。

VNX_UCSM;org-root/ls-PSC-
FullBlade-Template

サービスプロファイルテンプ

レートは、サービスプロファ

イルの作成に使用されます。

サービスプロファイルが作成

されると、ソフトウェアは、

サービスプロファイルテンプ

レートに関連付けられたサーバ

プールから空きサーバを識別し

て選択します。この環境変数は

VNXテナントオンボーディン
グに使用されます。

フル幅ブレード用のサービス

プロファイルテンプレート

VNX_UCSM;org-root/ls-PSC-
HalfBlade-Template

サービスプロファイルテンプ

レートは、サービスプロファ

イルの作成に使用されます。

サービスプロファイルが作成

されると、ソフトウェアは、

サービスプロファイルテンプ

レートに関連付けられたサーバ

プールから空きサーバを識別し

て選択します。この環境変数は

VNXテナントオンボーディン
グに使用されます。

ハーフ幅ブレード用のサービス

プロファイルテンプレート
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サンプル値説明環境変数

IQN_PoolCisco UCSドメイン内の iSCSI
vNICがイニシエータ修飾子と
して使用する iSCSI修飾名
（IQN）を含む IQNプール。
IQNプールはサービスプロファ
イル iSCSIブートポリシーを作
成するために使用されます。こ

の環境変数は NetAppストレー
ジシステムのベアメタルプロ

ビジョニングに使用されます。

IQNプール

VNX_UCSM;org-root;org-root//
boot-policy-SAN_NEW

物理コンピューティングアカ

ウントのブートポリシー。こ

の環境変数はVNXタイプアカ
ウントに使用されます。

ブートポリシー

VNX_UCSM;fabric/lan/net-MGT
-ACI-POOL

物理コンピューティングアカ

ウントのVLAN。この環境変数
はVNXタイプアカウントに使
用されます。

VLAN

物理ストレージ環境変数

サンプル値説明環境変数

topology/pod-1/paths-201/pathep-
[eth1/36]

• Pod-1：APICアカウントの
ポッド ID。

• Paths-201：NetAppコント
ローラが接続されるリー

フのノード ID。

• Pathep-[eth1/36]：NetApp
コントローラが接続され

るポート。

APICへの NetAppアカウント
の接続に使用される物理ドメイ

ン。この環境変数はテナント

オンボーディングに使用されま

す。

NetApp用の物理ドメイン
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サンプル値説明環境変数

topology/pod-1/node-302/sys
/cdp/inst/if-[eth1/47]adj-1

この静的パスは、NetAppクラ
スタノードが接続されている

APICのポートを定義します。
この環境変数は、テナントオ

ンボーディング中にエンドポイ

ントグループ（EPG）にスタ
ティックパスを追加するため

に使用されます。

NetApp静的パス

Vlan_poolクラスタの vServerの作成に使
用される VLANプール。この
環境変数はテナントオンボー

ディングに使用されます。

VLANプール

VNX-POD;VNX_BLOCK;A-
0;50:06:01:60:88:60:1B:6A:
50:06:01:60:08:60:1B:6A
,VNX-POD;VNX_BLOCK;A-
1;50:06:01:60:88:60:1B:6A:
50:06:01:61:08:60:1B:6A

物理ストレージアカウントの

ストレージプロセッサ（SP）
ポート。この環境変数は VNX
タイプアカウントに使用され

ます。

SPポート

物理ストレージアカウントの

複製ストレージグループ。こ

の環境変数はVNXタイプアカ
ウントに使用されます。

複製ストレージグループ

NetApp-vlan-poolこの環境変数は、VLANプール
の定義に使用されます。個々の

VLANは、このプールから物理
ストレージアカウントに動的

に割り当てられます。

NFS VLANプール

NetApp-vlan-poolストレージ仮想マシン（SVM）
の管理用の VLANプール。

SVM mgmt VLANプール

NetApp-vlan-poolVLANが iSCSI_AVLANとして
選択される VLANプール。

iSCSI_A VLANプール

NetApp-vlan-poolVLANが iSCSI_BVLANとして
選択される VLANプール。

iSCSI_B VLANプール

topology/pod-1/path-101/pathep-
[PGr-FAS-A]

ノード 1用の仮想ポートチャ
ネル（vPC）の静的パス。

ノード 1用の APIC vPC静的パ
ス
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サンプル値説明環境変数

topology/pod-1/path-101/pathep-
[PGr-FAS-B]

ノード 2用の仮想ポートチャ
ネル（vPC）の静的パス。

ノード 2用の APIC vPC静的パ
ス

ip_nfs_subnet_poolNFSのサブネット IPプールポ
リシー。

NFS IPサブネットプールポリ
シー

NetApp_ISCSI_A_Subnet_pool最初の iSCSIVLANに使用され
る IPサブネットプールポリ
シー。

iSCSI_A IPサブネットプール
ポリシー

NetApp_ISCSI_B_Subnet_pool2番目の iSCSI VLANに使用さ
れる IPサブネットプールポリ
シー。

iSCSI_B IPサブネットプール
ポリシー

netapp_svm_subnet_poolSVMの管理用のサブネット IP
プールポリシー。

SVM mgmt IPサブネットプー
ルポリシー

VMNet_IP_Subnet_pool_policyVMネットワークのサブネット
IPプールポリシー。

VMNet IPサブネットプールポ
リシー

NetApp-Poolノード 1用の VLAN ID割り当
て元の APIC VLANプール。

ノード 1用の APIC VLANプー
ル

NetApp-Poolノード 2用の VLAN ID割り当
て元の APIC VLANプール。

ノード 2用の APIC VLANプー
ル

ACI2-CMODE-01最初の Netapp Cモードアカウ
ントノードの ID。

クラスタノード 1 ID

ACI2-CMODE-022番目の Netapp Cモードアカ
ウントノードの ID。

クラスタノード 2 ID

RPVNXアカウントに接続されて
いるリカバリポイント。

デフォルトのリカバリポイン

ト

RP@1649417791VNXアカウントに接続されて
いるリカバリポイントの ID。

リカバリポイントのクラスタ
ID
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物理ネットワークの環境変数

サンプル値説明環境変数

IP_poolNetAppデータストアとホスト
VMカーネル間の IPアドレス
の割り当てに使用される IP
プール。この環境変数はテナン

トオンボーディングに使用さ

れます。

IPプール

pxe_ip_new11Preboot eXecution Environment
（PXE）サーバの IPプール。
この環境変数はベアメタルプ

ロビジョニングに使用されま

す。

PXEサーバの IPプール

VNX_APIC185@common@BMA-
AP@PSC_BMA

Cisco UCS Directorベアメタル
エージェントのエンドポイント

グループ（EPG）エンティ
ティ。この環境変数はベアメ

タルプロビジョニングに使用

されます。

BMA EPGエンティティ

○FlexPodの物理セットアップを
設定する場合、ファブリック相

互接続（FI）A - NXOSスイッ
チ 1接続と、FI B - NXOSス
イッチ 2接続に VSANが作成
されます。BMAプロビジョニ
ングでは、ゾーン分割が FI A -
NXOSコントローラ用に設定さ
れます。Cisco Nexusスイッチ
がCiscoUCSFIAに接続するこ
とを指定する場合は、この環境

変数を選択します。この環境変

数は、MDSスイッチに表示さ
れます。

FI Aへの接続

Phy_LB_Domainロードバランササービスを使

用するために必要な物理ドメイ

ン。

LBの物理ドメイン

topology/pod-1/node-101/sys/cdp
/inst/if-[eth1/12]/adj-1

ロードバランササービスの物

理バス。

物理 LBパス
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サンプル値説明環境変数

topology/pod-1/paths-302/
pathep-[PC_Policy_1Gb]

最初の Direct Port Channel
（DPC）の静的パス。

DPC静的パス 1

topology/pod-1/paths-303/
pathep-[PC_Policy_1Gb]

2番目の DPCの静的パス。DPCの静的パス 2

topology/pod-1/protpaths-
103-104/pathep-[ifs-n3k-b_PolGrp]

ACIリーフから外部ルータへの
最初の中継パス。

L3Outへのパス 1

topology/pod-1/protpaths-
103-104/pathep-[ifs-n3k-a_PolGrp]

ACIリーフから外部ルータへの
2番目の中継パス。

L3Outへのパス 2

L2-2960レイヤ2の物理ドメイン。この
環境変数は、EPGの中継を設定
するために使用されます。

L2物理ドメイン

Ipsubnetpoolpolicyサブインターフェイスの IPア
ドレスの取得に使用されるプー

ルポリシー。

IPサブネットプールポリシー

L3out_Pool外部ルータと ACIファブリッ
ク間の通信で使用する VLAN
IDを取得するために使用され
るプール。この環境変数は、外

部ルーテッドネットワークを

設定するために使用されます。

L3 VLANプール

L2out_Pool中継 EPGのVLAN IDを取得す
るために使用されるプール。こ

の環境変数は、中継 EPGを作
成するために使用されます。

L2中継 VLANプール

topology/pod-1/node-302APICアカウントのリーフノー
ド。この環境変数は、中継EPG
を作成するために使用されま

す。

ノード

topology/pod-1/paths-303/pathep-
[eth1/47],
topology/pod-1/paths-303/pathep-
[eth1/48],
topology/pod-1/paths-302/pathep-
[eth1/47]
topology/pod-1/paths-302/pathep-
[eth1/48]

リーフノードの選択に基づく

サブインターフェイスルー

テッドパス。

ルーテッドサブインターフェ

イスパス
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サンプル値説明環境変数

192.0.232.166, 192.0.232.167APICアカウントの Nexusス
イッチ。

Nexusスイッチ

loop_back_ip_pool_policyループバックの IPアドレスの
取得に使用されるプールポリ

シー。

ループバック IPサブネット
プールポリシー

Phy_L3out_domainAPICアカウントのレイヤ 3ド
メイン。この環境変数は、外部

ルーテッドネットワークを設

定するために使用されます。

L3ドメイン

IP_pool外部レイヤ 3ネットワークの
ルータにルータ IDを設定する
ための IPプール。この環境変
数は、外部ルーテッドネット

ワークを設定するために使用さ

れます。

ルータ IPプール

IP_poolロードバランサデバイスクラ

スタのクラスタ管理 IPアドレ
スを提供するための IPプー
ル。

LBクラスタ IPプール

topology/pod-1/protpaths-101-102
/pathep-[vpcPG_ec1acifwi001-2_DATA

外部レイヤ 3ネットワークの
ルータにAPICを接続するイン
ターフェイス。この環境変数

は、外部ルーテッドネットワー

クを設定するために使用されま

す。

SVIパス

IP_poolAPICリーフのスイッチ仮想イ
ンターフェイス（SVI）を設定
するためのサブネット。この環

境変数は、外部ルーテッドネッ

トワークを設定するために使用

されます。

SVI IPプール
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次の環境変数は、Cisco UCS Directorリリース 5.4ではサポートされません。IP Subnet Pool
Policy、iSCSI PXEBoot Service Profile Template、IQN Pool、Replication Storage Group、PXE Server
IP Pool、BMA EPG Entity、Physical domain for LB、Physical LB Path。

（注）

VNXテナントのオンボーディングに定義する必要がある環境変数は次のとおりです。

•物理コンピューティング：Cisco UCS Manager

◦フル幅ブレード用のサービスプロファイルテンプレート

◦ハーフ幅ブレード用のサービスプロファイルテンプレート

• EMC VNX Unified

◦ SPポート

• VMwareアカウント

◦ DVスイッチ -仮想ネットワーク

◦ VMware用の VMMドメイン -仮想ネットワーク

• APIC（物理ネットワーク）

◦ DPC静的パス 1（L2構成の場合）

◦ DPC静的パス 2（L2構成の場合）

◦ L2物理ドメイン（L2構成の場合）

◦ IPサブネットプールポリシー（L3構成の場合）

◦ L3 VLANプール（L3構成の場合）

◦ルーテッドサブインターフェイスパス（L3構成の場合）

◦ノード（L3構成の場合）

◦ Nexusスイッチ（L3構成の場合）

◦ループバック IPサブネットプールポリシー（L3構成の場合）

Cisco UCS Directorおよび FlexPodの Cisco検証済みデザイン（CVD）に基づき、FlexPodテナント
のオンボーディングに定義する必要がある環境変数は次のとおりです。

• APICアカウント

◦ IPプール

• NetApp

◦ VLANプール
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◦ NetApp用の物理ドメイン

◦ NFS VLANプール

◦ SVM mgmt VLANプール

◦ノード 1用の APIC vPC静的パス

◦ノード 2用の APIC vPC静的パス

◦ NFS IPサブネットプールポリシー

◦ SVM mgmt IPサブネットプールポリシー

◦ VMNet IPサブネットプールポリシー

◦ノード 1用の APIC VLANプール

◦ノード 2用の APIC VLANプール

◦クラスタノード 1 ID

◦クラスタノード 2 ID

◦ iSCSI_A VLANプール

◦ iSCSI_B VLANプール

◦ iSCSI_A IPサブネットプールポリシー

◦ iSCSI_B IPサブネットプールポリシー

• VMwareアカウント

◦ DVスイッチ

◦ VMware用の VMMドメイン -仮想ネットワーク

NetAppテナントのオンボーディング（廃止）に定義する必要がある環境変数は次のとおりです。

• APICアカウント

◦ IPプール

• NetApp

◦ VLANプール

◦ NetApp静的パス

◦ NetApp用の物理ドメイン

•仮想ネットワーク

◦ DVスイッチ

◦ VMware用の VMMドメイン
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カスタム環境変数の追加

リソースグループおよびワークフローで使用する環境変数を定義することができます。ユーザ定

義の環境変数のタイプはカスタムになります。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [環境変数（Environment Variables）]タブをクリックします。
CiscoUCSDirectorに、使用可能な環境変数が表示されます。事前にロードされている環境変数のタイプは
デフォルトです。ユーザ定義の環境変数のタイプはカスタムになります。環境変数を選択して、[表示
（View）]をクリックすると、環境変数の名前、変数タイプ、および IDタイプが表示されます。環境変
数を削除するには、[削除（Delete）]をクリックします。削除できるのは、カスタムというカテゴリーの、
ユーザ定義の環境変数のみです。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [リソースグループの環境変数（ResourceGroupEnvironmentVariable）]ダイアログボックスで、次のフィー
ルドに値を入力します。

説明名前

環境変数の名前。[カスタム環境変数名（CustomEnvironmentName）]
フィールド

環境変数の説明。[説明（Description）]フィールド

環境変数のリソースタイプとして、次のいずれか

を選択します。

• VIRTUAL_COMPUTE

• VIRTUAL_NETWORK

• VIRTUAL_STORAGE

• PHYSICAL_COMPUTE

• PHYSICAL_STORAGE

• PHYSICAL_NETWORK

この環境変数は、選択したリソースタイプのカテ

ゴリになります。

[リソースタイプ（Resource Type）]ドロップダウ
ンリスト

[選択（Select）]をクリックして、環境変数の変数
タイプを選択します。変数のタイプはテキスト、変

数リスト（LoV）、複数選択、テーブル、および
ポップアップテーブルにできます。

[入力タイプ（Input Type）]ドロップダウンリスト
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ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。
追加された環境変数が、[環境変数（EnvironmentVariables）]タブにリストされます。このカスタム環境変
数は、リソースグループに追加することができます。

リソースグループの追加

はじめる前に

IPサブネットプールポリシーと VLANプールポリシーが定義され、環境内でそのポリシーが使
用されることを確認します。リソースグループの追加時に、[環境変数にエントリを追加（Add
Entry to Environment Variables）]ダイアログボックスでポリシーを追加することもできます。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]タブをクリックします。
Cisco UCS Directorで使用可能なリソースグループが表示されます。

•リソースグループを選択して、[表示（View）]をクリックすると、リソースグループの名前と説明
が表示されます。

•リソースグループを選択して [詳細の表示（ViewDetails）]をクリックすると、リソースグループに
関連付けられたリソースが表示されます。リソースグループ内のリソースの ID、ポッド、アカウン
ト名、カテゴリ、アカウントタイプ、リソースタイプ、およびリソース名が表示されます。

•リソースを選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、リソースの容量と機能が表
示されます。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [リソースグループの作成（Create Resource Group）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力
します。

説明名前

リソースグループの名前。[名前（Name）]フィールド

リソースグループの説明。[説明（Description）]フィールド

ディザスタリカバリサービスサポートをリソース

グループに有効にするには、このチェックボックス

をオンにします。

ディザスタリカバリのサービスは、使用

例と実行するワークフローに基づいて有

効化されます。

（注）

[DRの有効化（Enable DR）]チェックボックス
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説明名前

このフィールドは、[DRの有効化（Enable DR）]
チェックボックスがオンになっている場合にのみ表

示されます。デフォルトでは、[プライマリ
（Primary）]が選択され、リソースグループはプラ
イマリに設定されます。セカンダリとしてリソース

グループを設定する場合は、[セカンダリ
（Secondary）]を選択します。

[アカウントプライオリティ（Accounts Priority）]
ドロップダウンリスト

災害時にフェールオーバーとデータの回復を実行す

るには、リソースグループをディザスタリカバリ

サービスリソースグループとして選択します。

[DRSリソースグループ（ADRS Resource Group）]
ドロップダウンリスト

ディザスタリカバリサービスをサポートするには、プライマリリソースグループとセカンダ

リリソースグループのそれぞれに同じ数のアカウントが必要です。

（注）

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 （任意） [仮想コンピューティング（VirtualCompute）]画面で、仮想コンピューティングアカウントと、
対象の機能と容量を選択します。

a) [+]アイコンをクリックして、仮想アカウントを追加します。
b) [仮想アカウントへのエントリの追加（Add Entry to Virtual Accounts）]ダイアログボックスで、仮想ア
カウントを選択します。

アカウントリストから、VMwareアカウント、またはHyper-Vアカウントのいずれかを選択
できます。選択した仮想アカウントに応じて、環境変数、機能、および容量を選択する必要

があります。必要な環境変数がドロップダウンリストにない場合は、新しい環境変数を作成

できます。環境変数の作成方法の詳細については、カスタム環境変数の追加, （33ページ）
を参照してください。

（注）

[エントリの追加（Add Entry）]ダイアログボックスが表示されます。

c) [環境変数（Environment Variables）]テーブルで、[+]アイコンをクリックします。

1 [環境変数へのエントリの追加（Add Entry to Environment Variables）]ダイアログボックスで、[名前
（Name）]ドロップダウンリストから、環境変数を選択します。

2 [必要な値（Required Value）]フィールドで、選択した環境変数に基づく値を選択します。[名前
（Name）]ドロップダウンリストから [IPサブネットプールポリシー（IP Subnet Pool Policy）]を
選択したら、[選択（Select）]をクリックしてポリシーを選択します。[+]アイコンをクリックして、
ポリシーを追加することもできます。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

d) [選択された機能（Selected Capabilities）]テーブルには、選択された仮想アカウントの機能がデフォル
トで表示されます。
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[編集（Edit）]アイコンをクリックすると表示される編集ウィンドウで、機能のチェックをオフにする
と、その機能を無効にすることができます。[削除（Delete）]アイコンをクリックすると、リストから
その機能を削除できます。

e) [選択された容量（SelectedCapacities）]テーブルには、選択された仮想アカウントの容量がデフォルト
で表示されます。

[編集（Edit）]アイコンをクリックすると表示される編集ウィンドウで、容量のチェックをオフにする
と、その容量を無効にすることができます。[削除（Delete）]アイコンをクリックすると、リストから
その容量を削除できます。

f) [エントリの追加（Add Entry）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリックします。
リソースグループに追加されたアカウントは、他のリソースグループに追加したり、Cisco
UCS Directorから削除したりできません。

（注）

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [仮想ストレージ（Virtual Storage）]画面で、仮想コンピューティングアカウントと、対象の機能と容量を
選択します。

a) [+]アイコンをクリックして、仮想アカウントを追加します。
b) [仮想アカウントへのエントリの追加（Add Entry to Virtual Accounts）]ダイアログボックスで、仮想ア
カウントを選択します。

アカウントリストから、VMwareアカウント、またはHyper-Vアカウントのいずれかを選択
できます。選択した仮想アカウントに応じて、環境変数、機能、および容量を選択する必要

があります。必要な環境変数がドロップダウンリストにない場合は、新しい環境変数を作成

できます。環境変数の作成方法の詳細については、カスタム環境変数の追加, （33ページ）
を参照してください。

（注）

[エントリの追加（Add Entry）]ダイアログボックスが表示されます。

c) [環境変数（Environment Variables）]テーブルで、[+]アイコンをクリックします。

1 [環境変数へのエントリの追加（Add Entry to Environment Variables）]ダイアログボックスで、[名前
（Name）]ドロップダウンリストから、環境変数を選択します。

2 [必要な値（Required Value）]フィールドで、選択した環境変数に基づく値を選択します。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

d) [選択された機能（Selected Capabilities）]テーブルには、選択された仮想アカウントの機能がデフォル
トで表示されます。

[編集（Edit）]アイコンをクリックすると表示される編集ウィンドウで、機能のチェックをオフにする
と、その機能を無効にすることができます。[削除（Delete）]アイコンをクリックすると、リストから
その機能を削除できます。

e) [選択された容量（SelectedCapacities）]テーブルには、選択された仮想アカウントの容量がデフォルト
で表示されます。

[編集（Edit）]アイコンをクリックすると表示される編集ウィンドウで、容量のチェックをオフにする
と、その容量を無効にすることができます。[削除（Delete）]アイコンをクリックすると、リストから
その容量を削除できます。
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f) [エントリの追加（Add Entry）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリックします。
リソースグループに追加されたアカウントは、他のリソースグループに追加したり、Cisco
UCS Directorから削除したりできません。

（注）

ステップ 9 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [仮想ネットワーク（Virtual Network）]画面で、仮想ネットワークアカウントと、対象の機能と容量を選
択します。

a) [+]アイコンをクリックして、仮想アカウントを追加します。
b) [仮想アカウントへのエントリの追加（Add Entry to Virtual Accounts）]ダイアログボックスで、仮想ア
カウントを選択します。

アカウントリストから、VMwareアカウント、またはHyper-Vアカウントのいずれかを選択
できます。選択した仮想アカウントに応じて、環境変数、機能、および容量を選択する必要

があります。必要な環境変数がドロップダウンリストにない場合は、新しい環境変数を作成

できます。環境変数の作成方法の詳細については、カスタム環境変数の追加, （33ページ）
を参照してください。

（注）

[エントリの追加（Add Entry）]ダイアログボックスが表示されます。

c) [環境変数（Environment Variables）]テーブルで、[+]アイコンをクリックします。

1 [環境変数へのエントリの追加（Add Entry to Environment Variables）]ダイアログボックスで、[名前
（Name）]ドロップダウンリストから、環境変数を選択します。

2 [必要な値（Required Value）]フィールドで、[選択（Select）]をクリックして、環境で使用するた
めに選択した環境変数に基づく値を選択します。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

d) [選択された機能（Selected Capabilities）]テーブルには、選択された仮想アカウントの機能がデフォル
トで表示されます。

[編集（Edit）]アイコンをクリックすると表示される編集ウィンドウで、機能のチェックをオフにする
と、その機能を無効にすることができます。[削除（Delete）]アイコンをクリックすると、リストから
その機能を削除できます。

e) [選択された容量（SelectedCapacities）]テーブルには、選択された仮想アカウントの容量がデフォルト
で表示されます。

[編集（Edit）]アイコンをクリックすると表示される編集ウィンドウで、容量のチェックをオフにする
と、その容量を無効にすることができます。[削除（Delete）]アイコンをクリックすると、リストから
その容量を削除できます。

f) [エントリの追加（Add Entry）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリックします。
リソースグループに追加されたアカウントは、他のリソースグループに追加したり、Cisco
UCS Directorから削除したりできません。

（注）

ステップ 11 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 （任意） [物理コンピューティング（Physical Compute）]画面で、物理コンピューティングアカウント
と、対象の機能と容量を選択します。

a) [+]アイコンをクリックして、コンピューティングアカウントを追加します。
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b) [コンピューティングアカウントへのエントリの追加（AddEntry toComputeAccounts）]ダイアログボッ
クスで、コンピューティングアカウントを選択します。

[エントリの追加（Add Entry）]ダイアログボックスが表示されます。

c) [環境変数（Environment Variables）]テーブルで、[+]アイコンをクリックします。

1 [環境変数へのエントリの追加（Add Entry to Environment Variables）]ダイアログボックスで、[名前
（Name）]ドロップダウンリストから、環境変数を選択します。

2 [必要な値（Required Value）]フィールドで、[選択（Select）]をクリックして、選択した環境変数
に基づく値を選択します。[名前（Name）]ドロップダウンリストから [VLANプール（Vlan pool）]
を選択したら、[選択（Select）]をクリックしてポリシーを選択します。[+]アイコンをクリックし
て、ポリシーを追加することもできます。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

d) [選択された機能（SelectedCapabilities）]テーブルで、[+]アイコンをクリックして、リソースとリソー
ス機能を選択します。[送信（Submit）]をクリックします。

e) [選択された容量（Selected Capacities）]テーブルで、[+]アイコンをクリックして、リソースとリソー
ス容量を選択します。[送信（Submit）]をクリックします。

f) [エントリの追加（Add Entry）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリックします。
リソースグループに追加されたアカウントは、他のリソースグループに追加したり、Cisco
UCS Directorから削除したりできません。

（注）

ステップ 13 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 14 （任意） [物理ストレージ（Physical Storage）]画面で、物理ストレージアカウントと、対象の機能と容
量を選択します。

a) [+]アイコンをクリックして、ストレージアカウントを追加します。
b) [ストレージアカウントへのエントリの追加（Add Entry to Storage Accounts）]ダイアログボックスで、
ストレージアカウントを選択します。

[エントリの追加（Add Entry）]ダイアログボックスが表示されます。

c) [環境変数（Environment Variables）]テーブルで、[+]アイコンをクリックします。

1 [環境変数へのエントリの追加（Add Entry to Environment Variables）]ダイアログボックスで、[名前
（Name）]ドロップダウンリストから、環境変数を選択します。

2 [必要な値（Required Value）]フィールドで、[選択（Select）]をクリックして、選択した環境変数
に基づく値を選択します。[名前（Name）]ドロップダウンリストから [VLANプール（Vlan pool）]
を選択したら、[選択（Select）]をクリックしてポリシーを選択します。[+]アイコンをクリックし
て、ポリシーを追加することもできます。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

ストレージデバイスの IPアドレスとサブネットマスクは、ポリシーで指定された IPアドレス範囲
内にする必要があります。

d) [選択された機能（SelectedCapabilities）]テーブルで、[+]アイコンをクリックして、リソースとリソー
ス機能を選択します。[送信（Submit）]をクリックします。

    Cisco UCS Director APIC リリース 6.0 管理ガイド
38

リソースグループの管理

リソースグループの追加



e) [選択された容量（Selected Capacities）]テーブルで、[+]アイコンをクリックして、リソースとリソー
ス容量を選択します。[送信（Submit）]をクリックします。

f) [エントリの追加（Add Entry）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリックします。
リソースグループに追加されたアカウントは、他のリソースグループに追加したり、Cisco
UCS Directorから削除したりできません。

（注）

ステップ 15 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 16 （任意） [物理ネットワーク（Physical Network）]画面で、物理ネットワークアカウントと、対象の機能
と容量を選択します。

a) [+]アイコンをクリックして、ネットワークアカウントを追加します。
b) [ネットワークアカウントへのエントリの追加（Add Entry to Network Accounts）]ダイアログボックス
で、ストレージアカウントを選択します。

[エントリの追加（Add Entry）]ダイアログボックスが表示されます。

c) [環境変数（Environment Variables）]テーブルで、[+]アイコンをクリックします。

1 [環境変数へのエントリの追加（Add Entry to Environment Variables）]ダイアログボックスで、[名前
（Name）]ドロップダウンリストから、環境変数を選択します。

2 [必要な値（Required Value）]フィールドで、[選択（Select）]をクリックして、選択した環境変数
に基づく値を選択します。[名前（Name）]ドロップダウンリストから [IPプール（IP Pool）]を選
択して、[選択（Select）]をクリックして、IPプールポリシーを選択します。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

d) [選択された機能（Selected Capabilities）]テーブルで、[+]アイコンをクリックします。

1 [選択された機能へのエントリの追加（Add Entry to Selected Capabilities）]ダイアログボックスで、
[リソースの選択（Select Resource）]ドロップダウンリストから、[MDS上の FC機能（FCCapability
on MDS）]または [ゾーンサポート（Zone Support）]を選択します。

2 [リソース機能（Resource Capability）]フィールドで、選択したリソースに応じて表示される値のリ
ストから値を選択します。

3 [送信（Submit）]をクリックします。

e) [選択された容量（Selected Capacities）]テーブルで、[+]アイコンをクリックして、リソースとリソー
ス容量を選択します。[送信（Submit）]をクリックします。

f) [エントリの追加（Add Entry）]ダイアログボックスで、[送信（Submit）]をクリックします。
リソースグループに追加されたアカウントは、他のリソースグループに追加したり、Cisco
UCS Directorから削除したりできません。

（注）

ステップ 17 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 18 [L4L7デバイス（L4L7 Devices）]画面で、ファイアウォールの仕様およびロードバランサの仕様を選択
します。

a) [ファイアウォール仕様（Firewall Specification）]テーブルで、[+]アイコンをクリックします。
[エントリの追加（Add Entry）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ファイアウォールタイプとして [仮想
（VIRTUAL）]または [物理（PHYSICAL）]を選
択します。

[ファイアウォールタイプ（FirewallType）]ドロッ
プダウンリスト

ファイアウォールタイプとして [仮想（VIRTUAL）]を選択した場合は、次のフィールドが表示され
ます。

[選択（Select）]をクリックし、仮想アカウントを
選択します。

[仮想アカウント（Virtual Accounts）]フィールド

VM導入ポリシーを選択します。[+]アイコンをク
リックして、VM導入ポリシーを追加します。VM
展開ポリシーの追加方法の詳細については、

『Cisco UCS Director Application Container Guide』
の「Adding an ASAv VM Deployment Policy」の項
を参照してください。

[VM導入ポリシー（VM Deployment Policy）]
フィールド

[選択（Select）]をクリックし、vCenterのポート
グループを選択します。管理インターフェイス

は、ASAvの導入時に選択したポートグループに
配置されます。

[ファイアウォール管理ポートグループ（Firewall
Management Port Group）]フィールド

[選択（Select）]をクリックし、管理 IPアドレス
の割り当てに使用する IPプールを選択します。

[管理 IPプール（Management IP Pool）]フィール
ド

[選択（Select）]をクリックし、IPアドレスの割
り当てに使用する IPプール（プライベート IPの
範囲）を選択します。このプールは、プライマリ

ASAデバイスとセカンダリ ASAデバイスの間の
フェールオーバーリンクとして使用されます。こ

のプールは、レイヤ 4からレイヤ 7のサービスポ
リシーでファイアウォール HAが有効になってい
る場合に使用されます。

[通常の HA IPプール（Regular HA IP Pool）]
フィールド
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説明名前

[選択（Select）]をクリックし、IPアドレスの割
り当てに使用する IPプール（プライベート IPの
範囲）を選択します。このプールは、プライマリ

Cisco ASAデバイスとセカンダリ Cisco ASAデバ
イスの間のステートリンクとして使用されます。

このプールは、レイヤ 4からレイヤ 7のサービス
ポリシーでステートフルフェールオーバーが有効

になっている場合に使用されます。ステートフル

HAIPプールと通常のHAIPプールは、ネットワー
ク IPの競合を避けるために、異なるサブネットに
配置する必要があります。

[ステートフルHA IPプール（StatefulHA IPPool）]
フィールド

ファイアウォールタイプとして [物理（PHYSICAL）]を選択した場合は、次のフィールドが表示さ
れます。

[選択（Select）]をクリックし、APICアカウント
を選択します。

[APICアカウント（Apic Accounts）]フィールド

Cisco ASAデバイスでマルチコンテキスト設定が
有効になっている場合は、[マルチコンテキスト
の有効化（Multi Context Enabled）] チェックボッ
クスをオンにします。

[マルチコンテキストの有効化（Multi Context
Enabled）]チェックボックス

このフィールドは、[マルチコンテキストの有効
化（Multi Context Enabled）]チェックボックスが
オンになっている場合にのみ表示されます。物理

Cisco ASAデバイスの IPアドレス。この IPアド
レスは、管理コンテキスト IPアドレスとして設定
されます。

[ファイアウォールクラスタ IP（Firewall Cluster
IP）]フィールド

このフィールドは、[マルチコンテキストの有効
化（Multi Context Enabled）]チェックボックスが
オンになっている場合にのみ表示されます。ASA
にアクセスする際に APICが使用するクラスタの
ユーザ名。

[クラスタユーザ名（ClusterUsername）]フィール
ド

このフィールドは、[マルチコンテキストの有効
化（Multi Context Enabled）]チェックボックスが
オンになっている場合にのみ表示されます。ASA
にアクセスする際に APICが使用するクラスタの
パスワード。

[クラスタのパスワード（ClusterPassword）]フィー
ルド

Cisco UCS Director APIC リリース 6.0 管理ガイド
41

リソースグループの管理

リソースグループの追加



説明名前

ファイアウォールデバイスに到達するために使用

される IPアドレス。[マルチコンテキストの有効
化（Multi Context Enabled）] チェックボックスが
オンになっている場合、このフィールドでは、導

入時に設定する仮想 ASAデバイスのユーザコン
テキスト IPアドレスが収集されます。

[ファイアウォール/コンテキスト IP
（Firewall/Context IP）]フィールド

ファイアウォールデバイスのポート番号。[ポート（Port）]フィールド

ファイアウォールデバイスへのアクセスに使用さ

れるユーザ名。[マルチコンテキストの有効化
（Multi Context Enabled）] チェックボックスがオ
ンになっている場合、このフィールドではユーザ

コンテキストのユーザ名が収集されます。

[ユーザ名（Username）]フィールド

ファイアウォールデバイスへのアクセスに使用さ

れるパスワード。[マルチコンテキストの有効化
（Multi Context Enabled）] チェックボックスがオ
ンになっている場合、このフィールドではユーザ

コンテキストのパスワードが収集されます。

[パスワード（Password）]フィールド

[選択（Select）]をクリックし、リストから物理ド
メインを選択します。[+]アイコンをクリックし
て、物理ドメインを追加します。

[物理ドメイン（Physical Domain）]フィールド

[選択（Select）]をクリックし、テーブルからスタ
ティックパスを選択します。Cisco UCS Director
では、デーブルに VPCやリーフなどのパスタイ
プが表示されます。

[静的パス（Static Path）]フィールド

リーフに接続されている Cisco ASAデバイスの
ポートチャネルインターフェイス（Po1、
Port-channel1など）。

[ポートチャネル名（Port Channel Name）]フィー
ルド

このフィールドは、[マルチコンテキストの有効
化（Multi Context Enabled）]チェックボックスが
オフになっている場合にのみ表示されます。チャ

ネルグループの一意の ID。

[チャネルグループ ID（ChannelGroup Id）]フィー
ルド
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説明名前

このフィールドは、[マルチコンテキストの有効
化（Multi Context Enabled）]チェックボックスが
オフになっている場合にのみ表示されます。ポー

トチャネルメンバーのインターフェイスの名前。

スペースなしでインターフェイス名を入

力します。インターフェイスが複数ある

場合は、インターフェイス名をコンマで

区切って入力します。

（注）

[ポートチャネルメンバーインターフェイス（Port
Channel Member Interfaces）]フィールド

b) [送信（Submit）]をクリックします。
Cisco ASAデバイスでマルチコンテキストが有効になっている場合は、ステップ18 aを繰り
返して、各コンテキストの詳細を追加します。

（注）

c) [ロードバランサ仕様（Load Balancer Specification）]テーブルで、[+]アイコンをクリックします。
[ロードバランサ仕様へのエントリの追加（Add Entry to Load Balancer Specification）]ダイアログボック
スで、次のフィールドを入力します。

説明名前

ロードバランサタイプとして [仮想（Virtual）]
または [物理（Physical）]を選択します。

[ロードバランサタイプ（Load Balancer Type）]ド
ロップダウンリスト

このフィールドは、ロードバランサのタイプを

[仮想（Virtual）]と選択した場合に表示されます。
[選択（Select）]をクリックし、仮想アカウントを
選択します。

[仮想アカウント（Virtual Accounts）]フィールド

このフィールドは、ロードバランサのタイプを

[物理（Physical）]と選択した場合に表示されま
す。[選択（Select）]をクリックし、APICアカウ
ントを選択します。

[APICアカウント（Apic Accounts）]フィールド

NetScalarデバイスに到達するために使用される IP
アドレス。

[ロードバランサ IP（Load Balancer IP）]フィール
ド

NetScalarデバイスのポート番号。[ポート（Port）]フィールド

NetScalarデバイスのゲートウェイ IPアドレス。[ロードバランサゲートウェイ（Load Balancer
Gateway）]フィールド

NetScalarデバイスへのアクセスに使用されるユー
ザ名。

[ユーザ名（Username）]フィールド
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説明名前

NetScalarデバイスへのアクセスに使用されるパス
ワード。

[パスワード（Password）]フィールド

これはオプションです。[選択（Select）]をクリッ
クし、リストから機能プロファイルを選択しま

す。

[機能プロファイル（FunctionProfile）]フィールド

このフィールドは、ロードバランサのタイプを

[仮想（Virtual）]と選択した場合に表示されます。
[選択（Select）]をクリックし、リストから VM
を選択します。

[VM（VMs）]フィールド

このフィールドは、ロードバランサのタイプを

[物理（Physical）]と選択した場合に表示されま
す。[選択（Select）]をクリックし、リストから物
理ドメインを選択します。[+]アイコンをクリッ
クして、物理ドメインを追加します。

[物理ドメイン（Physical Domain）]フィールド

このフィールドは、ロードバランサのタイプを

[物理（Physical）]と選択した場合に表示されま
す。デバイスクラスタ設定で使用されるインター

フェイス（たとえば LA_1）。

[インターフェイス（Interface）]フィールド

このフィールドは、ロードバランサのタイプを

[物理（Physical）]と選択した場合に表示されま
す。[選択（Select）]をクリックし、静的パスを選
択します。

[静的パス（Static Path）]フィールド

d) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 19 [送信（Submit）]をクリックします。

リソースグループの編集

リソースグループの編集では、リソースグループへのアカウントの追加、リソースグループに

追加したアカウントの編集、リソースグループからアカウントの削除が可能です。
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リソースグループからアカウントを削除できるのは、アカウントがテナントプロファイルなどの

他のリソースグループオブジェクトに関連付けられていない場合だけです。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]タブをクリックします。

ステップ 3 テーブルからリソースグループを選択します。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 5 [リソースグループの編集（EditResourceGroup）]ダイアログボックスで、リソースグループの次のフィー
ルドに値を入力します。

説明名前

リソースグループの名前。[名前（Name）]フィールド

リソースグループの説明。[説明（Description）]フィールド

ディザスタリカバリサービスサポートをリソース

グループに有効にするには、このチェックボックス

をオンにします。

ディザスタリカバリのサービスは、使用

例と実行するワークフローに基づいて有

効化されます。

（注）

[DRの有効化（Enable DR）]チェックボックス

このフィールドは、[DRの有効化（Enable DR）]
チェックボックスがオンになっている場合にのみ表

示されます。デフォルトでは、[プライマリ
（Primary）]が選択され、リソースグループはプラ
イマリに設定されます。セカンダリとしてリソース

グループを設定する場合は、[セカンダリ
（Secondary）]を選択します。

[アカウントプライオリティ（Accounts Priority）]
ドロップダウンリスト

災害時にフェールオーバーとデータの回復を実行す

るには、リソースグループをディザスタリカバリ

サービスリソースグループとして選択します。

[DRSリソースグループ（ADRS Resource Group）]
ドロップダウンリスト

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 （任意） [仮想コンピューティング（Virtual Compute）]画面に、リソースグループに追加された仮想コ
ンピューティングのアカウントが表示されます。アカウントを選択し、[編集（edit）]アイコンをクリッ
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クしてアカウントの環境変数、機能、および容量を編集します。[追加（add）]アイコンを使用してアカ
ウントを追加したり、[削除（delete）]アイコンを使用してアカウントを削除したりできます。

ステップ 8 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [仮想ストレージ（Virtual Storage）]画面に、リソースグループに追加された仮想ストレージのアカウント
が表示されます。アカウントを選択し、[編集（edit）]アイコンをクリックしてアカウントの環境変数、
機能、および容量を編集します。[追加（add）]アイコンを使用してアカウントを追加したり、[削除
（delete）]アイコンを使用してアカウントを削除したりできます。

ステップ 10 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [仮想ネットワーク（Virtual Network）]画面に、リソースグループに追加された仮想ネットワークのアカ
ウントが表示されます。アカウントを選択し、[編集（edit）]アイコンをクリックしてアカウントの環境
変数、機能、および容量を編集します。[追加（add）]アイコンを使用してアカウントを追加したり、[削
除（delete）]アイコンを使用してアカウントを削除したりできます。

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 [物理コンピューティング（Physical Compute）]画面に、リソースグループに追加された物理コンピュー
ティングのアカウントが表示されます。アカウントを選択し、[編集（edit）]アイコンをクリックしてア
カウントの環境変数、機能、および容量を編集します。[追加（add）]アイコンを使用してアカウントを
追加したり、[削除（delete）]アイコンを使用してアカウントを削除したりできます。

ステップ 14 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 15 [物理ストレージ（Physical Storage）]画面に、リソースグループに追加された物理ストレージのアカウン
トが表示されます。アカウントを選択し、[編集（edit）]アイコンをクリックしてアカウントの環境変数、
機能、および容量を編集します。[追加（add）]アイコンを使用してアカウントを追加したり、[削除
（delete）]アイコンを使用してアカウントを削除したりできます。

ステップ 16 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 17 [物理ネットワーク（PhysicalNetwork）]画面に、リソースグループに追加された物理ネットワークのアカ
ウントが表示されます。アカウントを選択し、[編集（edit）]アイコンをクリックしてアカウントの環境
変数、機能、および容量を編集します。[追加（add）]アイコンを使用してアカウントを追加したり、[削
除（delete）]アイコンを使用してアカウントを削除したりできます。

ステップ 18 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 19 [L4L7デバイス（L4L7 Devices）]画面で、必要に応じてファイアウォールの仕様およびロードバランサ
の仕様を編集します。

ステップ 20 [送信（Submit）]をクリックします。

リソースグループへのポッドの追加

ポッドのすべてのアカウントをリソースグループに追加するには、そのポッド自体をリソースグ

ループに追加します。
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マルチドメインマネージャアカウントがポッドに関連付けられている場合は、[リソースグ
ループへのポッドの追加（Add Pod to Resource Group）]オプションを使用して、リソースグ
ループにマルチドメインマネージャアカウントを追加することもできます。

（注）

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]タブをクリックします。

ステップ 3 [リソースグループへのポッドの追加（Add Pod to Resource Group）]をクリックします。

ステップ 4 [リソースグループ（Resource Group）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

次のいずれかを実行します。

• [既存のリソースグループ（Existing Resource
Group）]：既存のリソースグループにポッド
を追加します。

◦ [名前（Name）]ドロップダウンリスト：
リソースグループを選択します。

• [新しいリソースグループの追加（Add New
Resource Group）]：新しいリソースグループ
を作成して、新しく追加されたリソースグルー

プにポッドを追加します。

◦ [名前（Name）]フィールド：リソースグ
ループの名前。

◦ [説明（Description）]フィールド：リソー
スグループの説明。

[選択（Select）]ドロップダウンリスト

リソースグループに追加するポッドを選択します。[ポッド（Pod）]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

リソースグループのタグの管理

リソースグループにタグを追加したり、割り当てられたタグを編集したり、リソースグループか

らタグを削除したりできます。
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[タグの管理（Manage Tag）]ダイアログボックスには、作成時に割り当てられたタグ付け可能
なエンティティに基づいてタグが表示されます。タグの作成方法の詳細については、『Cisco
UCS Director Administration Guide』を参照してください。

（注）

リソースは、リソース機能に基づいてグループ分けする必要があります。リソースをグループ分

けするためにタグを使用します。適切なパターンでリソースをグループ分けできるように、各リ

ソースのタイプ、容量、品質、および機能に基づいてタグライブラリを作成できます。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]タブをクリックします。

ステップ 3 リソースグループを選択します。

ステップ 4 [タグの管理（Manage Tag）]をクリックします。

ステップ 5 [タグの管理（Manage Tags）]ダイアログボックスで、[+]アイコンをクリックして、タグを追加します。
または、[リソースグループ（Resource Groups）]タブで [タグの追加（Add Tags）]をクリックすることも
できます。

a) [タグへのエントリの追加（Add Entry to Tag）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力し
ます。

説明名前

タグの名前を選択します。[タグ名（Tag Name）]ドロップダウンリスト

タグの値を選択します。[タグ値（Tag Value）]ドロップダウンリスト

b) [送信（Submit）]をクリックします。
c) [OK]をクリックします。

ステップ 6 [タグの管理（Manage Tag）]ダイアログボックスで、タグを選択して、鉛筆アイコンをクリックし、タグ
を編集します。

a) [タグエントリの編集（Edit Tag Entry）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

タグの名前を選択します。[タグ名（Tag Name）]ドロップダウンリスト

タグの値を選択します。[タグ値（Tag Value）]ドロップダウンリスト

b) [送信（Submit）]をクリックします。
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c) [OK]をクリックします。

ステップ 7 [タグの管理（Manage Tag）]ダイアログボックスで、タグを選択して、十字アイコンをクリックし、タグ
を削除します。

または、[リソースグループ（Resource Groups）]タブで [タグの削除（Delete Tags）]をクリックすること
もできます。

a) [タグエントリの削除（Delete Tag Entry）]ダイアログボックスで、タグを選択して、[送信（Submit）]
をクリックします。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

リソースグループの削除

使用中のリソースグループは削除できません。（注）

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [リソースグループ（Resource Groups）]タブをクリックします。

ステップ 3 削除するリソースグループを選択します。

ステップ 4 [削除（Delete）]をクリックします。
[リソースグループの削除（Delete Resource Group）]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

テナント
テナントは、Cisco UCS Director内のリソースを使用し、アプリケーションを展開および管理する
顧客です。

顧客が Cisco UCS Directorにアプリケーションを導入する場合、顧客はテナントとしてオンボー
ディングされており、APIC使用例のワークフローを使用してアプリケーションを展開するインフ
ラストラクチャが提供されています。

Cisco UCS Directorでオンボードされたテナントのリストを表示するには、[ポリシー（Policies）]
> [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。テナントを選択して [詳細の表示
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（View Details）]をクリックし、テナントの提供サービスを表示します。提供サービスを選択し
て [詳細の表示（View Details）]をクリックし、テナントのリソースグループを表示します。

ディザスタリカバリサポートがテナントで有効になっている場合は、プライマリサイトと

ディザスタリカバリサイトのリソースグループが表示されます。

（注）

テナントやコンテナでの使用に利用できるリソースエンティティ、予約リソース、およびリソー

スを表示するには、リソースグループを選択して [詳細の表示（View Details）]をクリックしま
す。次のタブが表示されます。

• [リソースのエンティティ（ResourceEntity）]：リソースグループ内のエンティティの詳細が
表示されます。詳細には、リソースのエンティティの名前、タイプ、コンポーネント、リ

ソースグループ、テナントリソース割り当てタイプ、アプリケーションリソース割り当て

タイプ、コンテナおよび状態が含まれます。

• [テナントリソースの制限（Tenant Resource Limits）]：テナント内の仮想リソースと物理リ
ソースの両方の可用性が表示されます。テナントのオンボーディング時に予約されたリソー

スとともに、使用済みおよび使用可能なリソース値が表示されます。[VDCの制限（VDCs
Limit）]列は、テナント用に予約されたコンテナの最大数を指定します。[使用可能な VDC
の数（Available Number of VDCs）]列には、プロビジョニングに使用可能なコンテナの数が
表示されます。物理リソースの制限には、テナントのオンボーディングの一環として予約さ

れたブレードとともに、ベアメタルのプロビジョニングに使用されたブレードの数が表示さ

れます。

• [コンテナリソースの制限（Container Resource Limits）]：コンテナ内の仮想リソースおよび
物理リソースの両方の可用性が表示されます。コンテナの作成時に設定されたリソース制限

が使用済みおよび使用可能なリソースとともに表示されます。

リソース制限なしでコンテナを作成すると、仮想リソースの値に [未設定（Not
Set）]と表示されます。

（注）

• [プライベートネットワーク（PrivateNetwork）]：テナント用に作成されたプライベートネッ
トワークが表示されます。プライベートネットワークを選択し、[詳細の表示（ViewDetails）]
をクリックし、プライベートネットワークのスーパーネットおよびサブネットのプールを表

示します。[スーパーネット（Supernets）]タブには、階層に使用できるスーパーネットが表
示されます。[サブネット（Subnets）]タブには、コンテナ展開時にロードバランサの設定に
使用されたサブネットワークのプールが表示されます。

テナント固有、およびコンテナ固有のリソースの制限は、VMおよび BMのプロビジョニングに
役立ちます。
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提供サービス
提供サービスは、アプリケーションのプロビジョニングに必要なリソースを定義します。各提供

サービスには、以下のリソース階層に必要なキャパシティおよび機能を表す1つまたは複数のサー
ビスクラスを含める必要があります。

•仮想コンピューティング

•仮想ストレージ

•仮想ネットワーク

•物理コンピューティング

•物理ストレージ

•物理ネットワーク

•レイヤ 4からレイヤ 7のサービス

提供サービスを定義するときに、リソースグループの用途を次のいずれかとして指定できます。

• [共有（Shared）]：アプリケーションまたはテナント間でリソースを共有します。

• [専用（Dedicated）]：リソースは 1つのアプリケーションまたはテナント専用になります。

提供サービスで定義された容量、機能、およびリソースタグに基づいて、リソースグループが

フィルター処理され、一致するリソースグループがテナントのオンボーディングやアプリケー

ションの導入における今後の処理用として選択されます。

提供サービスの追加

はじめる前に

リソースのいずれかでタグベースのリソース選択が必要な場合は、タグライブラリでタグが作成

され、それぞれのオブジェクトと関連付けられていることを確認します。これにより、サービス

クラスのリソースタグを定義する際にタグがリストされるようになります。タグの作成方法の詳

細については、『Cisco UCS Director Administration Guide』を参照してください。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [提供サービス（Service Offering）]タブをクリックします。
Cisco UCS Directorで使用できる提供サービスが表示されます。

•提供サービスを選択して [表示（View）]をクリックすると、そのサービスの名前、説明、およびサー
ビスクラスを表示できます。
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•提供サービスを選択して、[詳細の表示（ViewDetails）]をクリックすると、その提供サービスのサー
ビスクラスが表示されます。

•サービスクラスを選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、そのサービスクラス
の機能、容量、およびリソースグループタグが表示されます。

ステップ 3 [追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [提供サービスの追加（Add Service Offering）]ダイアログボックスで、次のフィールドを入力します。

説明名前

提供サービスの名前。[名前（Name）]フィールド

提供サービスの説明。[説明（Description）]フィールド

オンになっている場合、トポロジーに従って、サー

ビスクラスで最小 1つから最大 6つまでのリソース
タイプを定義することができます。

オフになっている場合、ユーザはサービスクラス

に対して 6つのリソースタイプ（物理コンピュー
ティング、物理ストレージ、物理ネットワーク、仮

想コンピューティング、仮想ストレージ、仮想ネッ

トワーク）のすべてを定義する必要があります。

ユーザが仮想および物理インフラストラクチャのす

べてのリソースタイプを定義していなくても、Cisco
UCS Directorは定義されたリソースタイプととも
に、欠落しているリソースタイプも探します。

APICアカウントおよびVMwareアカウン
トを使用したテナントオンボーディング

に使用される提供サービスを作成するに

は、このチェックボックスをオンにし、4
つのリソースタイプ（物理ネットワーク、

仮想コンピューティング、仮想ストレー

ジ、および仮想ネットワーク）のサービ

スクラスで提供サービスを作成します。

テナントプロファイルの作成時に、この

提供サービスを選択する必要があります。

このテナントプロファイルを使用して、

APICアカウントとVMwareアカウントを
使用するテナントがオンボーディングさ

れます（たとえば、プライベートネット

ワークを備えたテナントのオンボーディ

ング）。

（注）

[必須サービスクラス要件のオーバーライド
（Override Mandatory Service Class Requirement）]
チェックボックス
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ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [サービスクラス（Service Class）]画面で、[+]アイコンをクリックして、提供サービスで提供する必要の
あるサービスクラスを定義します。

ステップ 7 [サービスクラスへのエントリの追加（Add Entry to Service Class）]ダイアログボックスで、次のフィール
ドを入力します。

説明名前

サービスクラスの名前。[名前（Name）]フィールド

サービスクラスの説明。[説明（Description）]フィールド

テナントのリソース割り当てのタイプを選択しま

す。

次のいずれかを設定できます。

• [専用（Dedicated）]：テナントごとに専用リ
ソースを確保します。

• [共有（Shared）]：テナント間でリソースを共
有します。

[テナントのリソース割り当てのタイプ（Resource
Allocation type for Tenant）]ドロップダウンリスト

アプリケーションのリソース割り当てのタイプを選

択します。

次のいずれかを設定できます。

• [専用（Dedicated）]：アプリケーションごとに
専用リソースを確保します。

• [共有（Shared）]：アプリケーション間でリソー
スを共有します。

[アプリケーションのリソース割り当てのタイプ
（Resource Allocation type for Application）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

サービスクラスに追加するリソースのタイプを選

択します。次のいずれかを設定できます。

• [Virtual_Compute]

• [Virtual_Storage]

• [Virtual_Network]

• [Physical_Compute]

• [Physical_Storage]

• [Physical_Network]

[必須サービスクラス要件のオーバーライド
（Override Mandatory Service Class Requirement）]
チェックボックスがオフになっている場合にのみ、

最小で 2つのリソースタイプ（物理または仮想の
コンピューティングと物理または仮想のネットワー

ク）、あるいは、最大で6つのリソースタイプ（仮
想コンピューティング、仮想ストレージ、仮想ネッ

トワーク、物理コンピューティング、物理ストレー

ジ、物理ネットワーク）をサービスクラスの追加

時に定義できます。

[リソースタイプ（Resource Type）]ドロップダウ
ンリスト

リソースエンティティのタグが表示されているテー

ブルから、リソースタグを選択します。タグライ

ブラリに関する詳細については、『Cisco UCS
DirectorAdministrationGuide』を参照してください。

仮想ストレージサービスクラスレベル

に、複数のタグ値（たとえば、gold、
silver、bronze）を持つデータストアタグ
を追加できます。

（注）

仮想コンピューティングサービスクラス

レベルに、複数のタグ値を持つESXiクラ
スタタグを追加できます。

（注）

このテーブルで定義されたタグで変更でき

るのは、必須の値のみです。このテーブル

に新しいタグを追加することはできません。

タグの作成方法の詳細については、『Cisco
UCS Director Administration Guide』の「Tag
Library」の項を参照してください。

重要

[リソースタグ（Resource Tag）]テーブル
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説明名前

デフォルトでは、選択したリソースのタイプに応じ

て、VMwareおよびHyper-Vに適用可能な機能が表
示されます。[編集（Edit）]アイコンを使用すると、
リソース機能の値を編集できます。[削除（Delete）]
アイコンを使用すると、提供サービスからリソース

機能を削除できます。

このテーブルには、リソースタイプに関連

するすべてのリソース機能が、デフォルト

値 falseで取り込まれます。機能の値は変更
することができます。

重要

[リソース機能（Resource Capability）]テーブル

提供サービスの使用可能なリソース容量。

リソース容量を追加するには、[追加（Add）]アイ
コンをクリックして、VMwareおよびHyper-Vアカ
ウントに適用可能な容量のリストから、容量タイプ

を選択します。選択した容量タイプに応じて容量が

表示されます。条件に適合する容量を選択して、必

要な容量の値を設定します。

リソースの容量を削除するには、[削除（Delete）]
アイコンをクリックします。容量の値を変更するに

は、[編集（Edit）]アイコンをクリックします。

[リソース容量（Resource Capacity）]テーブル

このタグは、リソース機能および容量とともに、リソースグループ内のリソースをフィルタリ

ングするために使用されます。

（注）

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。
サービスクラス情報がテーブルに追加されます。提供サービスには、複数のサービスクラスを定義でき

ます。

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

提供サービスの複製

はじめる前に

タグライブラリでタグが作成され、それぞれのオブジェクトと関連付けられていることを確認し

ます。これにより、サービスクラスのリソースタグを定義する際にタグがリストされるようにな
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ります。タグの作成方法の詳細については、『Cisco UCS Director Administration Guide』を参照し
てください。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [提供サービス（Service Offering）]タブをクリックします。

ステップ 3 複製する提供サービスを選択します。

ステップ 4 [提供サービスの複製（Clone Service Offering）]をクリックします。

ステップ 5 [提供サービスの複製（Clone Service Offering）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

提供サービスの名前。[名前（Name）]フィールド

提供サービスの説明。[説明（Description）]フィールド

オンになっている場合、トポロジーに従って、サー

ビスクラスで最小 1つから最大 6つまでのリソース
タイプを定義することができます。

オフになっている場合、ユーザはサービスクラス

に対して 6つのリソースタイプ（物理コンピュー
ティング、物理ストレージ、物理ネットワーク、仮

想コンピューティング、仮想ストレージ、仮想ネッ

トワーク）のすべてを定義する必要があります。

ユーザが仮想および物理インフラストラクチャのす

べてのリソースタイプを定義していなくても、Cisco
UCS Directorは定義されたリソースタイプととも
に、欠落しているリソースタイプも探します。

APICアカウントおよびVMwareアカウン
トを使用したテナントオンボーディング

に使用される提供サービスを作成するに

は、このチェックボックスをオンにし、4
つのリソースタイプ（物理ネットワーク、

仮想コンピューティング、仮想ストレー

ジ、および仮想ネットワーク）のサービ

スクラスで提供サービスを作成します。

テナントプロファイルの作成時に、この

提供サービスを選択する必要があります。

このテナントプロファイルを使用して、

APICアカウントとVMwareアカウントを
使用するテナントがオンボーディングさ

れます（たとえば、プライベートネット

ワークを備えたテナントのオンボーディ

ング）。

（注）

[必須サービスクラス要件のオーバーライド
（Override Mandatory Service Class Requirement）]
チェックボックス
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ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [サービスクラス（Service Class）]画面で、[+]アイコンをクリックして、提供サービスで提供する必要の
あるサービスクラスを定義します。

ステップ 8 [サービスクラスへのエントリの追加（Add Entry to Service Class）]ダイアログボックスで、次のフィール
ドに値を入力します。

説明名前

サービスクラスの名前。[名前（Name）]フィールド

サービスクラスの説明。[説明（Description）]フィールド

テナントのリソース割り当てのタイプを選択しま

す。

次のいずれかを設定できます。

• [専用（Dedicated）]：テナントごとに専用リ
ソースを確保します。

• [共有（Shared）]：テナント間でリソースを共
有します。

[テナントのリソース割り当てのタイプ（Resource
Allocation type for Tenant）]ドロップダウンリスト

アプリケーションのリソース割り当てのタイプを選

択します。

次のいずれかを設定できます。

• [専用（Dedicated）]：アプリケーションごとに
専用リソースを確保します。

• [共有（Shared）]：アプリケーション間でリソー
スを共有します。

[アプリケーションのリソース割り当てのタイプ
（Resource Allocation type for Application）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

サービスクラスに追加するリソースのタイプを選

択します。次のいずれかを設定できます。

• [Virtual_Compute]

• [Virtual_Storage]

• [Virtual_Network]

• [Physical_Compute]

• [Physical_Storage]

• [Physical_Network]

[必須サービスクラス要件のオーバーライド
（Override Mandatory Service Class Requirement）]
チェックボックスがオフになっている場合にのみ、

最小で 2つのリソースタイプ（物理または仮想の
コンピューティングと物理または仮想のネットワー

ク）、あるいは、最大で6つのリソースタイプ（仮
想コンピューティング、仮想ストレージ、仮想ネッ

トワーク、物理コンピューティング、物理ストレー

ジ、物理ネットワーク）をサービスクラスの追加

時に定義できます。

[リソースタイプ（Resource Type）]ドロップダウ
ンリスト

リソースエンティティのタグが表示されているテー

ブルから、リソースタグを選択します。タグライ

ブラリに関する詳細については、『Cisco UCS
DirectorAdministrationGuide』を参照してください。

仮想ストレージサービスクラスレベル

に、複数のタグ値（たとえば、gold、
silver、bronze）を持つデータストアタグ
を追加できます。

（注）

仮想コンピューティングサービスクラス

レベルに、複数のタグ値を持つESXiクラ
スタタグを追加できます。

（注）

このテーブルで定義されたタグで変更でき

るのは、必須の値のみです。このテーブル

に新しいタグを追加することはできません。

タグの作成方法の詳細については、『Cisco
UCS Director Administration Guide』の「Tag
Library」の項を参照してください。

重要

[リソースタグ（Resource Tag）]テーブル
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説明名前

デフォルトでは、選択したリソースのタイプに応じ

て、VMwareおよびHyper-Vに適用可能な機能が表
示されます。[編集（Edit）]アイコンを使用すると、
リソース機能の値を編集できます。[削除（Delete）]
アイコンを使用すると、提供サービスからリソース

機能を削除できます。

このテーブルには、リソースタイプに関連

するすべてのリソース機能が、デフォルト

値 falseで取り込まれます。機能の値は変更
することができます。

重要

[リソース機能（Resource Capability）]テーブル

提供サービスの使用可能なリソース容量。

リソース容量を追加するには、[追加（Add）]アイ
コンをクリックして、VMwareおよびHyper-Vアカ
ウントに適用可能な容量のリストから、容量タイプ

を選択します。選択した容量タイプに応じて容量が

表示されます。条件に適合する容量を選択して、必

要な容量の値を設定します。

リソースの容量を削除するには、[削除（Delete）]
アイコンをクリックします。容量の値を変更するに

は、[編集（Edit）]アイコンをクリックします。

[リソース容量（Resource Capacity）]テーブル

ステップ 9 （任意） 設定済みのサービスクラスの値を編集するには、鉛筆アイコンをクリックします。

ステップ 10 （任意）提供サービスから設定済みのサービスクラスを削除するには、十字アイコンをクリックします。

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。

提供サービスの編集

リソースグループやテナントプロファイルにマップされた提供サービスは編集しないでくだ

さい。リソースグループやテナントプロファイルにマップされた提供サービスを編集すると、

提供サービスを使用してオンボーディングされたテナントに影響が及びます。

（注）

はじめる前に

タグライブラリでタグが作成され、それぞれのオブジェクトと関連付けられていることを確認し

ます。これにより、サービスクラスのリソースタグを定義する際にタグがリストされるようにな
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ります。タグの作成方法の詳細については、『Cisco UCS Director Administration Guide』を参照し
てください。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [提供サービス（Service Offering）]タブをクリックします。

ステップ 3 編集する提供サービスを選択します。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 5 [提供サービスの変更（Modify Service Offering）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

提供サービスの名前。[名前（Name）]フィールド

提供サービスの説明。[説明（Description）]フィールド

オンになっている場合、トポロジーに従って、サー

ビスクラスで最小 1つから最大 6つまでのリソース
タイプを定義することができます。

オフになっている場合、ユーザはサービスクラス

に対して 6つのリソースタイプ（物理コンピュー
ティング、物理ストレージ、物理ネットワーク、仮

想コンピューティング、仮想ストレージ、仮想ネッ

トワーク）のすべてを定義する必要があります。

ユーザが仮想および物理インフラストラクチャのす

べてのリソースタイプを定義していなくても、Cisco
UCS Directorは定義されたリソースタイプととも
に、欠落しているリソースタイプも探します。

APICアカウントおよびVMwareアカウン
トを使用したテナントオンボーディング

に使用される提供サービスを作成するに

は、このチェックボックスをオンにし、4
つのリソースタイプ（物理ネットワーク、

仮想コンピューティング、仮想ストレー

ジ、および仮想ネットワーク）のサービ

スクラスで提供サービスを作成します。

テナントプロファイルの作成時に、この

提供サービスを選択する必要があります。

このテナントプロファイルを使用して、

APICアカウントとVMwareアカウントを
使用するテナントがオンボーディングさ

れます（たとえば、プライベートネット

ワークを備えたテナントのオンボーディ

ング）。

（注）

[必須サービスクラス要件のオーバーライド
（Override Mandatory Service Class Requirement）]
チェックボックス
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ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [サービスクラス（Service Class）]画面で、[+]アイコンをクリックして、提供サービスで提供する必要の
あるサービスクラスを定義します。

ステップ 8 [サービスクラスへのエントリの追加（Add Entry to Service Class）]ダイアログボックスで、次のフィール
ドに値を入力します。

説明名前

サービスクラスの名前。[名前（Name）]フィールド

サービスクラスの説明。[説明（Description）]フィールド

テナントのリソース割り当てのタイプを選択しま

す。

次のいずれかを設定できます。

• [専用（Dedicated）]：テナントごとに専用リ
ソースを確保します。

• [共有（Shared）]：テナント間でリソースを共
有します。

[テナントのリソース割り当てのタイプ（Resource
Allocation type for Tenant）]ドロップダウンリスト

アプリケーションのリソース割り当てのタイプを選

択します。

次のいずれかを設定できます。

• [専用（Dedicated）]：アプリケーションごとに
専用リソースを確保します。

• [共有（Shared）]：アプリケーション間でリソー
スを共有します。

[アプリケーションのリソース割り当てのタイプ
（Resource Allocation type for Application）]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

サービスクラスに追加するリソースのタイプを選

択します。次のいずれかを設定できます。

• [Virtual_Compute]

• [Virtual_Storage]

• [Virtual_Network]

• [Physical_Compute]

• [Physical_Storage]

• [Physical_Network]

[必須サービスクラス要件のオーバーライド
（Override Mandatory Service Class Requirement）]
チェックボックスがオフになっている場合にのみ、

最小で 2つのリソースタイプ（物理または仮想の
コンピューティングと物理または仮想のネットワー

ク）、あるいは、最大で6つのリソースタイプ（仮
想コンピューティング、仮想ストレージ、仮想ネッ

トワーク、物理コンピューティング、物理ストレー

ジ、物理ネットワーク）をサービスクラスの追加

時に定義できます。

[リソースタイプ（Resource Type）]ドロップダウ
ンリスト

リソースエンティティのタグが表示されているテー

ブルから、リソースタグを選択します。タグライ

ブラリに関する詳細については、『Cisco UCS
DirectorAdministrationGuide』を参照してください。

仮想ストレージサービスクラスレベル

に、複数のタグ値（たとえば、gold、
silver、bronze）を持つデータストアタグ
を追加できます。

（注）

仮想コンピューティングサービスクラス

レベルに、複数のタグ値を持つESXiクラ
スタタグを追加できます。

（注）

このテーブルで定義されたタグで変更でき

るのは、必須の値のみです。このテーブル

に新しいタグを追加することはできません。

タグの作成方法の詳細については、『Cisco
UCS Director Administration Guide』の「Tag
Library」の項を参照してください。

重要

[リソースタグ（Resource Tag）]テーブル
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説明名前

デフォルトでは、選択したリソースのタイプに応じ

て、VMwareおよびHyper-Vに適用可能な機能が表
示されます。[編集（Edit）]アイコンを使用すると、
リソース機能の値を編集できます。[削除（Delete）]
アイコンを使用すると、提供サービスからリソース

機能を削除できます。

このテーブルには、リソースタイプに関連

するすべてのリソース機能が、デフォルト

値 falseで取り込まれます。機能の値は変更
することができます。

重要

[リソース機能（Resource Capability）]テーブル

提供サービスの使用可能なリソース容量。

リソース容量を追加するには、[追加（Add）]アイ
コンをクリックして、VMwareおよびHyper-Vアカ
ウントに適用可能な容量のリストから、容量タイプ

を選択します。選択した容量タイプに応じて容量が

表示されます。条件に適合する容量を選択して、必

要な容量の値を設定します。

リソースの容量を削除するには、[削除（Delete）]
アイコンをクリックします。容量の値を変更するに

は、[編集（Edit）]アイコンをクリックします。

[リソース容量（Resource Capacity）]テーブル

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。
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提供サービスの削除

使用中の提供サービスは削除できません。（注）

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [提供サービス（Service Offering）]タブをクリックします。

ステップ 3 削除する提供サービスを選択します。

ステップ 4 [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 5 [提供サービス（Service Offering）]ダイアログボックスで、[削除（Delete）]をクリックします。

テナントプロファイル
テナントプロファイルは、1つ以上のリソースグループと 1つ以上の提供サービスとのペアリン
グを表します。各テナントプロファイルは、インフラストラクチャの要件およびアプリケーショ

ンの要件の特性を定義します。

顧客とアプリケーションの考えられる組み合わせに対応したテナントプロファイルを作成するこ

とができます。テナントプロファイルを複数の提供サービスに関連付け、各提供サービスに対し

てリソースグループを選択できます。テナントプロファイルは複数のテナントで共有できます。

テナントプロファイルの追加

はじめる前に

テナントプロファイルに対して DRサービスのサポートが有効になっている場合は、次の条件に
合うリソースが、特定の提供サービス用のリソースグループを選択する際に表示されます。

• DRサービスが有効になっている。

•リソースグループがプライマリとして設定されている。

•プライマリリソースグループが、セカンダリリソースグループとマッピングされている。

•プライマリおよびセカンダリのリソースグループに、同じ数のアカウントがある。

•テナントに必要なリソースが、プライマリリソースグループとセカンダリリソースグルー
プの両方で使用できる。
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DRサービスを有効化する方法およびリソースグループをプライマリまたはセカンダリとして設
定する方法の詳細については、リソースグループの追加, （34ページ）を参照してください。

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [テナントのプロファイル（Tenant Profile）]タブをクリックします。
Cisco UCS Directorで使用可能なテナントプロファイルが表示されます。

•テナントプロファイルを選択して、[表示（View）]をクリックすると、リソース制限がタグに追加
されたテナントプロファイルの名前、説明、および提供サービスが表示されます。

•テナントプロファイルを選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、そのテナント
プロファイルに関連付けられたテナントが表示されます。テナントプロファイル内のテナントに割

り当てられた名前、リソースグループ、提供サービス、APICアカウント、サービス要求 ID、および
顧客が表示されます。

•テナントを選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、テナントの提供サービスが
表示されます。

•提供サービスを選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックすると、テナントのリソースエ
ンティティが表示されます。

ステップ 3 [追加（Add）]（+）をクリックします。

ステップ 4 [テナントプロファイルの追加（Add Tenant Profile）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力
します。

説明名前

テナントプロファイルの名前。

一度指定したら、プロファイルの名前を編集するこ

とはできません。

[名前（Name）]フィールド

テナントプロファイルの説明。[説明（Description）]フィールド

ディザスタリカバリサービスサポートをテナント

プロファイルに有効にするには、このチェックボッ

クスをオンにします。このチェックボックスをオン

にすると、テナントにはプライマリリソースグルー

プとセカンダリリソースグループの両方からリソー

スが割り当てられます。

[DRの有効化（Enable DR）]チェックボックス
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説明名前

テナントプロファイルに関連付ける提供サービス。

[選択（Select）]をクリックして、利用可能な提供
サービスのリストから提供サービスを表示して選択

します。提供サービスは、適合するリソースグルー

プの利用状況に応じて表示されます。新しい提供

サービスを作成するには、[+]アイコンをクリック
します。提供サービスの作成方法の詳細について

は、提供サービスの追加, （51ページ）を参照し
てください。

提供サービスのリストではなくエラー

メッセージが表示された場合は、そのエ

ラーメッセージに従ってアクションを実

行します。詳細については、提供サービ

スリストのトラブルシューティング, （
66ページ）を参照してください。

（注）

[提供サービス（Service Offering）]フィールド

テナントプロファイル用のリソースグループの選

択方法を選択します。

• [管理者の選択（Admin Selection）]：リソース
グループが管理者によって選択されます。

• [リソースグループタグベースの選択
（Resource Group Tag based selection）]：リソー
スグループがタグに基づいて選択されます。

[リソースグループの選択（Resource Group
Selection）]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [追加（Add）]（+）アイコンをクリックして、特定の提供サービスのリソースグループを選択します。
テナントプロファイル用に選択した提供サービスごとに、リソースグループを選択できます。

テナントプロファイルの指定要件を満たすリソースグループが表示されます。

提供サービスで定義されたリソース要件を満たすリソースグループが存在しない場合は、Cisco
UCS Directorにリソースグループが表示されません。

（注）

ステップ 7 [送信（Submit）]をクリックします。

提供サービスリストのトラブルシューティング

テナントプロファイルを作成する際に、テナントプロファイルは複数の提供サービスに関連付け

られます。提供サービスのリストは、適合するリソースグループの利用状況に応じて表示されま
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す。提供サービスのリストではなくエラーメッセージが表示された場合は、そのエラーメッセー

ジに従ってアクションを実行します。

たとえば、「ホストが UCSサーバ上でマウントされていません（Host is not mounted on UCS
servers）」というエラーメッセージが表示された場合は、次の点をチェックします。

1 Cisco UCSサーバが Cisco UCS Directorによって管理されていることを確認します。Cisco UCS
サーバのステータスを確認するには、[物理（Physical）] > [コンピューティング（Compute）]
を選択し、Cisco UCS Managerアカウントを選択して、[UCS検出済みサーバ（UCS Discovered
Servers）]タブをクリックします。

2 vCenterアカウントとCiscoUCSManagerアカウントは同じリソースグループ内にあり、vCenter
アカウント内のホストは Cisco UCS Managerアカウントにマウントされていることを確認しま
す。

3 Cisco UCS Directorで使用可能な Cisco UCS Managerアカウントに一意の IPアドレスが設定さ
れていることを確認します。同じ IPアドレスのアカウントが複数存在する場合は、リソース
グループに属していないアカウントの 1つを削除します。

テナントプロファイルの複製

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [テナントのプロファイル（Tenant Profile）]タブをクリックします。

ステップ 3 複製するテナントプロファイルを選択します。

ステップ 4 [複製（Clone）]をクリックします。

ステップ 5 [テナントプロファイルの複製（Clone Tenant Profile）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入
力します。

説明名前

テナントプロファイルの名前。[名前（Name）]フィールド

テナントプロファイルの説明。[説明（Description）]フィールド
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説明名前

テナントプロファイルに関連付ける提供サービス。

[選択（Select）]をクリックして、利用可能な提供
サービスのリストから提供サービスを表示して選択

します。提供サービスは、適合するリソースグルー

プの利用状況に応じて表示されます。新しい提供

サービスを作成するには、[+]アイコンをクリック
します。提供サービスの作成方法の詳細について

は、提供サービスの追加, （51ページ）を参照し
てください。

提供サービスのリストではなくエラー

メッセージが表示された場合は、そのエ

ラーメッセージに従ってアクションを実

行します。詳細については、提供サービ

スリストのトラブルシューティング, （
66ページ）を参照してください。

（注）

[提供サービス（Service Offering）]フィールド

テナントプロファイル用のリソースグループの選

択方法を選択します。

• [管理者の選択（Admin Selection）]：リソース
グループが管理者によって選択されます。

• [リソースグループタグベースの選択
（Resource Group Tag based selection）]：リソー
スグループがタグに基づいて選択されます。

[リソースグループの選択（Resource Group
Selection）]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [+]アイコンをクリックして、特定の提供サービスのリソースグループを選択します。テナントプロファ
イル用に選択した提供サービスごとに、リソースグループを選択できます。

テナントプロファイルの指定要件を満たすリソースグループが表示されます。

提供サービスで定義されたリソース要件を満たすリソースグループが存在しない場合は、Cisco
UCS Directorにリソースグループが表示されません。

（注）

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。
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テナントプロファイルの編集

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [テナントのプロファイル（Tenant Profile）]タブをクリックします。

ステップ 3 編集するテナントプロファイルを選択します。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 5 [テナントプロファイルの編集（Edit Tenant Profile）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力
します。

説明名前

テナントプロファイルの名前。

一度指定したら、プロファイルの名前を編集するこ

とはできません。

[名前（Name）]フィールド

テナントプロファイルの説明。[説明（Description）]フィールド

テナントプロファイルに関連付ける提供サービス。

[選択（Select）]をクリックして、利用可能な提供
サービスのリストから提供サービスを表示して選択

します。提供サービスは、適合するリソースグルー

プの利用状況に応じて表示されます。新しい提供

サービスを作成するには、[+]アイコンをクリック
します。提供サービスの作成方法の詳細について

は、提供サービスの追加, （51ページ）を参照し
てください。

提供サービスのリストではなくエラー

メッセージが表示された場合は、そのエ

ラーメッセージに従ってアクションを実

行します。詳細については、提供サービ

スリストのトラブルシューティング, （
66ページ）を参照してください。

（注）

[提供サービス（Service Offering）]フィールド

テナントプロファイル用のリソースグループの選

択方法を選択します。

• [管理者の選択（Admin Selection）]：リソース
グループが管理者によって選択されます。

• [リソースグループタグベースの選択
（Resource Group Tag based selection）]：リソー
スグループがタグに基づいて選択されます。

[リソースグループの選択（Resource Group
Selection）]ドロップダウンリスト

Cisco UCS Director APIC リリース 6.0 管理ガイド
69

リソースグループの管理

テナントプロファイルの編集



ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [+]アイコンをクリックして、特定の提供サービスのリソースグループを選択します。テナントプロファ
イル用に選択した提供サービスごとに、リソースグループを選択できます。

テナントプロファイルの指定要件を満たすリソースグループが表示されます。

提供サービスで定義されたリソース要件を満たすリソースグループが存在しない場合は、Cisco
UCS Directorにリソースグループが表示されません。

（注）

ステップ 8 [送信（Submit）]をクリックします。

テナントプロファイルの削除

使用中のテナントプロファイルは削除できません。（注）

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [テナントのプロファイル（Tenant Profile）]タブをクリックします。

ステップ 3 テーブルからテナントプロファイルを選択します。

ステップ 4 [削除（Delete）]をクリックします。
確認後にテナントのプロファイルが削除されます。
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第 5 章

テナントの管理

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Directorテナントのオンボーディング, 71 ページ

• Cisco UCS Directorテナントのオフボーディング, 94 ページ

Cisco UCS Directorテナントのオンボーディング
CiscoUCSDirectorのテナントは、基本的にはCiscoUCSDirector内のACIに設定されるコンピュー
ティング、ネットワーク、およびストレージのリソースを共有する顧客です。次の図に、Cisco
UCS Directorテナントのオンボーディングプロセスのエンドツーエンドプロセスを示します。

図 1：APIC テナントオンボーディングプロセスのフロー
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また、事前に設定したテナントオンボーディングワークフローを実行してテナントをオンボード

することもできます。テナントオンボーディングのワークフローを表示するには、[ポリシー
（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択して、[ワークフロー（Workflow）]
タブをクリックします。[ワークフロー（Workflow）]タブから、以下のパスのいずれかを選択し
ます。

• [APIC使用例（APIC Usecases）] > [テナント使用例（Tenant Usecases）] > [VNXストレージ
テナントの使用例（VNX Storage Tenant Usecases）]

• [APIC使用例（APIC Usecases）] > [テナント使用例（Tenant Usecases）] > [NetAppストレー
ジテナントの使用例（NetApp Storage Tenant Usecases）]

ワークフローの実行方法については、『Cisco UCSDirector Orchestration Guide』を参照してくださ
い。

テナントオンボーディングに使用するリソースグループ内の物理インフラストラクチャリソー

スおよび仮想インフラストラクチャリソースに対して環境変数が定義されていることを確認して
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ください。次の図は、物理および仮想インフラストラクチャリソースの依存関係を説明していま

す。

図 2：リソースグループのエンティティ：依存関係

テナントオンボーディングのワークフロー

Cisco UCS Directorでは、安全なテナントオンボーディングのための次のオーケストレーション
ワークフローが事前に設定されています。

• NetAppのワークフロー：

◦ FlexPodACI -テナントインフラストラクチャ設定：このワークフローを使用して、APIC
テナントの作成、テナント専用 NetAppストレージの設定、NFSデータストア接続用の
ACIファブリックの設定、および ESXiクラスタへのテナント専用NFSデータストアの
提供を行います。シスコアプリケーションセントリックインフラストラクチャを備え

た FlexPodで FlexPod ACI -テナントインフラストラクチャ設定ワークフローを使用し
て Cisco UCS Directorを導入する方法については、『Deployment Guide for FlexPod with
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VMware vSphere 5.5 Update 1, Cisco UCS Director and Cisco Nexus 9000 Cisco Application
Centric Infrastructure (ACI)』を参照してください。

NetAppデバイスがONTAP8.3オペレーティングシステムを使用する場合は、
フェールオーバーグループの作成のタスクの前に次のタスクが追加されてい

ることを確認します。

（注）

• custom BroadcastDomain_CLI

• SSHコマンド

このワークフローには、次の子ワークフローが含まれています。

◦テナントオンボーディング - L2アウト：このワークフローを使用して、APICテナ
ントのレイヤ 2アウト設定を設定します。

◦テナントオンボーディング - L3アウト：このワークフローを使用して、APICテナ
ントのレイヤ 3アウト設定を設定します。このワークフローを実行する場合は、
イーサネットインターフェイス、BGP ID、およびサブネット IPアドレスを設定し
ます。[ワークフローデザイナ（WorkflowDesigner）]ダイアログボックスで、SSH
コマンドタスクをダブルクリックし、[次へ（Next）]をクリックして [タスク入力
（Task Inputs）]画面に移動します。管理者は、次のタスク入力の値を編集して設
定用のサブインターフェイスを定義する必要があります。

• interface ethernet 1/49.${GenerateVLANfrompool_820.OUTPUT_VLAN_ID}

• interface ethernet 1/50.${GenerateVLANfrompool_820.OUTPUT_VLAN_ID}

• router bgp 10

• neighbor ${GetIPAddressFromIPSubnet_7135.IPAddress} remote-as 100

• neighbor ${GetIPAddressFromIPSubnet_7136.IPAddress} remote-as 100

◦ FlexPod ACI -ゲスト接続された iSCSIのテナントインフラストラクチャサポートの有
効化：このワークフローを使用して、NetAppストレージで iSCSIサポートを設定し、
ACIファブリックを通じてストレージ仮想マシンから ESXiクラスタへの iSCSI-Aおよ
び iSCSI-Bパスを設定します。

NetAppデバイスがONTAP8.3オペレーティングシステムを使用する場合は、
フェールオーバーグループの作成のタスクの前に次のタスクが追加されてい

ることを確認します。

（注）

• custom BroadcastDomain_CLI

• SSHコマンド
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◦ FlexPod ACI - VMアプリケーションの一貫性のあるスナップショットへの接続の有効
化：このワークフローを使用して、NetApp SnapDriveソフトウェアで定義された接続要
件に合わせ、テナント専用 VMNET EPGとテナントストレージ仮想マシン管理 EPG間
で ACIコントラクトを設定します。

• VNXのワークフロー：

◦ MSPテナントのオンボーディング - VNX：このワークフローを使用して、マネージド
サービスプロバイダー（MSP）組織用のテナントを VNXストレージデバイスにオン
ボーディングします。

サービスプロバイダー機能をCisco UCSDirectorで有効にしていない場合は、
[MSPテナントのオンボーディング -VNX（TenantOnboardingwithMSP -VNX）]
ワークフローは検証失敗状態になります。サービスプロバイダーを有効にす

るには、[管理（Administration）] > [システム（System）] >[サービスプロバイ
ダー機能（Service Provider Feature）]を選択し、[サービスプロバイダー機能
の有効化（システムの再起動が必要）（Enable Service Provider Feature (Requires
System Restart)）]チェックボックスをオンにします。サービスを再起動し、
MSPを備えたテナントのオンボーディングワークフローを検証します。

（注）

このワークフローには、次の子ワークフローが含まれています。

◦テナントオンボーディング - L2アウト：このワークフローを使用して、APICテナ
ントのレイヤ 2アウト設定を設定します。

◦テナントオンボーディング - L3アウト：このワークフローを使用して、APICテナ
ントのレイヤ 3アウト設定を設定します。

◦ RPサポートを備えたDRクラスタ：このワークフローを使用して、RPサポートを
備えたデータクラスタのレプリカをテナントに作成します。クラスタ情報に加え

て、RP関連情報である RPアカウント ID、RPクラスタ ID、およびテナント CG
IDを指定します。

テナントを更新する場合は、プライマリおよびセカンダリの CGコピーの IDを指
定します。ディザスタリカバリ（DR）サポートを備えたテナントのフェールオー
バーシナリオに対応するため、プライマリサイトとセカンダリサイトに同じLUN
IDとホスト LUN（HLU）IDが必要です。選択した VNXアカウントと VMwareホ
ストの可用性に基づいて、同じ LUN IDと HLU IDがテナントのオンボーディング
時にプライマリサイトとセカンダリサイトに予約されます。

◦ MSPの DRテナントのオンボーディング- VNX：このワークフローを使用して、
MSP組織を対象とした DRサポートを備えたテナントを VNXストレージデバイ
スにオンボードします。

◦テナントオンボーディング -データストアクラスタ作成 -VNX：このワークフロー
を使用して、テナントのデータストアクラスタを作成します。
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◦ UCSMのブレードの予約：このワークフローを使用して、Cisco UCS Managerの
ハーフ幅またはフル幅のブレードをテナントに予約します。

◦テナントオンボーディング - VNX：このワークフローを使用して、VNXストレージデ
バイスにユーザグループのテナントをオンボーディングします。

このワークフローには、次の子ワークフローが含まれています。

◦テナントオンボーディング - L2アウト：このワークフローを使用して、APICテナ
ントのレイヤ 2アウト設定を設定します。

◦テナントオンボーディング - L3アウト：このワークフローを使用して、APICテナ
ントのレイヤ 3アウト設定を設定します。

◦ RPサポートを備えたDRクラスタ：このワークフローを使用して、RPサポートを
備えたデータクラスタのレプリカをテナントに作成します。

クラスタ情報に加えて、RP関連情報である RPアカウント ID、RPクラスタ ID、
およびテナント CG IDを指定します。テナントを更新する場合は、プライマリお
よびセカンダリのコンシステンシグループ（CG）コピーの IDを指定します。

ディザスタリカバリ（DR）サポートを備えたテナントのフェールオーバーシナリ
オに対応するため、プライマリサイトとセカンダリサイトに同じ LUN IDとホス
ト LUN（HLU）IDが必要です。選択した VNXアカウントと VMwareホストの可
用性に基づいて、同じ LUN IDと HLU IDがテナントのオンボーディング時にプラ
イマリサイトとセカンダリサイトに予約されます。

◦ MSPの DRテナントのオンボーディング - VNX：このワークフローを使用して、
MSP組織を対象とした DRサポートを備えたテナントを VNXストレージデバイ
スにオンボードします。

◦ UCSMのブレードの予約：このワークフローを使用して、Cisco UCS Managerの
ハーフ幅またはフル幅のブレードをテナントに予約します。

•テナントの更新：

◦テナントの更新 -データストアクラスタ作成 - VNX：このワークフローを使用して、テ
ナントデータストアクラスタに VNXデータストアを追加します。

◦テナントの更新 - VNX：このワークフローを使用して、メモリ、CPU数、VDC数、フ
ル幅およびハーフ幅のブレード数など、テナントの物理リソースと仮想リソースを更新

します。

◦ DRテナントの更新 - VNX：このワークフローを使用して、メモリ、CPU数、VDC数、
フル幅およびハーフ幅のブレード数、物理サーバの予約領域など、テナントの物理リ

ソースと仮想リソースを更新します。

•プライベートネットワークを備えたテナントのオンボーディング：このワークフローを使用
して、1つ以上のプライベートネットワークを備えたテナントをオンボーディングします。
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•既存のリソースを備えたテナント vPODの更新：このワークフローを使用して、テナントの
複数のデータストアおよび複数のデータストアクラスタを備えた vPODの情報を更新しま
す。更新するテナントと、そのテナントがオンボーディングされている提供サービスを選択

します。データストアとデータストアクラスタは、テナントのオンボーディング中に選択さ

れた、VMware汎用クラスタに含まれている必要があります。

例：VNX テナントのオンボーディング
ここでは、ユーザインターフェイスを使用した、マネージドサービスプロバイダー（MSP）組
織の VNXストレージデバイスへのテナントのオンボーディングに関わるプロセスについて、手
順を追って説明します。

ステップ 1 ポッドを追加します。詳細については、『Cisco UCSDirector Administration Guide』を参照してください。

ステップ 2 ポッドに次のタイプのアカウントを追加します。

•物理コンピューティング：Cisco UCS Manager

•物理ストレージ：EMC VNX Unified

•物理ネットワーク：APICアカウント。詳細については、APICアカウントの追加, （5ページ）を
参照してください。

•仮想アカウント：VMware

物理アカウントおよび仮想アカウントの作成方法の詳細については、『Cisco UCS Director Administration
Guide』を参照してください。

ステップ 3 [リソースグループへのポッドの追加（AddPod toResourceGroup）]オプションを使用してポッドをリソー
スグループに追加し、ポッド内のアカウントをリソースグループに関連付けます。詳細については、リ

ソースグループへのポッドの追加, （46ページ）を参照してください。

ステップ 4 リソースグループを選択し、[編集（Edit）]をクリックして各アカウントの環境変数を定義します。詳細
については、リソースグループの編集, （44ページ）を参照してください。
VNXテナントのオンボーディング用に定義する環境変数は次のとおりです。

•仮想コンピューティング

◦コンテナの親フォルダ：新しく作成したコンテナを追加するフォルダ。

•仮想ストレージ：なし。

•仮想ネットワーク

• VMware用のVMMドメイン：この環境変数は、テナントのオンボーディングに使用されます。
vCenterは Virtual Machine Manager（VMM）ドメインを使用して設定されます。vCenterが APIC
に関連付けられている場合は、同じ名前の分散仮想スイッチ（DVS）が vCenterで作成されま
す。
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Cisco UCS Directorは、VLANおよび VXLANの両方のモードで AVSをサポートします。VM
は、VMMドメインに割り当てられたプールから VLAN IDまたは VXLAN IDを取得します。
VXLANモードで AVSをサポートするには、Cisco AVスイッチのある VMMドメインを選択し
ます。

• DV Switch：この環境変数は、テナントのオンボーディングに使用されます。この DV Switch
は、テナントのオンボーディング時に、選択したホストへ接続するために使用されます。

•物理コンピューティング

• Service Profile Template for Full Width blade：この環境変数は、VNXテナントのオンボーディング
に使用されます。サービスプロファイルテンプレートは、サービスプロファイルの作成に使用

されます。サービスプロファイルが作成されると、このサービスプロファイルで、サービスプ

ロファイルテンプレートに関連付けられたサーバプールから空きサーバが選択されます。

• Service Profile Template for Half Width blade：この環境変数は、VNXテナントのオンボーディン
グに使用されます。サービスプロファイルテンプレートは、サービスプロファイルの作成に使

用されます。サービスプロファイルが作成されると、このサービスプロファイルで、サービス

プロファイルテンプレートに関連付けられたサーバプールから空きサーバが選択されます。

•物理ストレージ

◦ SPポート：物理ストレージアカウント用のストレージプロセッサ（SP）ポート。

テナントのオンボーディングでディザスタリカバリのサポートが有効になっている場合は、次の環

境変数を物理ストレージに定義します。

•デフォルトのリカバリポイント：VNXアカウントに接続されたリカバリポイント。

•リカバリポイントのクラスタ ID：接続された VNXアカウントへのリカバリポイントの ID。

•物理ネットワーク

• DPC静的パス 1：最初の Direct Port Channel（DPC）の静的パス。

• DPC静的パス 2：2番目の DPCの静的パス。

• L2 Physical Domain：レイヤ 2の物理ドメイン。

レイヤ 2設定でテナントをオンボードするには、DPC静的パスおよび L2物理ドメインの
値を設定します。

（注）

ステップ 5 提供サービスを追加し、それぞれのリソースタイプのサービスクラスを定義します（物理コンピューティ

ング、物理ストレージ、物理ネットワーク、仮想コンピューティング、仮想ストレージ、仮想ネットワー

ク）。この提供サービスは、テナントのリソース要件を定義します。提供サービスの追加についての詳細

は、提供サービスの追加, （51ページ）を参照してください。

ステップ 6 テナントプロファイルを追加します。[テナントプロファイルの追加（Add Tenant Profile）]ダイアログ
ボックスで、ステップ5で追加した提供サービスを選択し、リソースグループを提供サービスに追加しま
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す。テナントプロファイルの追加方法の詳細については、テナントプロファイルの追加, （64ページ）
を参照してください。

ステップ 7 Cisco UCS Directorのサービスプロバイダー機能を次のように有効にします。
a) メニューバーで、[管理（Administration）]> [システム（System）]> [サービスプロバイダー機能（Service

Provider Feature）]を選択します。
b) [サービスプロバイダー機能の有効化（システムの再起動が必要）（Enable Service Provider Feature

(Requires System Restart)）]チェックボックスをオンにします。第 1レベルと第 2レベルの組織名が表
示されます。

c) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 8 サービスを再起動して、サービスプロバイダーを有効にします。

ステップ 9 MSPを備えたテナントオンボーディングワークフローを検証し、検証失敗状態から有効状態にワークフ
ローを移行します。

ステップ 10 VNXテナントオンボーディングのワークフローを編集し、次のように必要な入力値を入力します。
a) [ポリシー（Policies）]> [オーケストレーション（Orchestration）]を選択し、[ワークフロー（Workflow）]
タブをクリックします。

b) [APIC使用例（APIC Usecases）] > [テナント使用例（Tenant Usecases）] > [VNXストレージテナントの
使用例（VNX Storage Tenant Usecases）]を選択します。

c) MSPによるテナントオンボーディング - VNXワークフローを選択し、[ワークフローの編集（Edit
Workflow）]をクリックします。

d) [ワークフローの詳細の編集（Edit Workflow Details）]画面で、必要な変更を行います。
e) [次へ（Next）]をクリックします。
f) [ユーザ入力の編集（Edit User Inputs）]画面で、次の手順を実行します。

•データストアのサイズの制限、VMのオーバーサブスクリプション、CPUの予約、最大サブネッ
ト数、VDCごとの最大階層数の値を設定します。たとえば、次のように値を設定することができ
ます。

◦データストアのサイズ制限（GB）：75 GB

◦ VMオーバーサブスクリプション：5

◦ CPU予約（MHz）：2000

◦サブネットの最大数：32

◦ VDCごとの最大階層数：8

g) [次へ（Next）]をクリックします。
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h) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 11 VNXテナントオンボーディングのワークフローを選択し、[ワークフローの検証（Validate Workflow）]
をクリックしてワークフローを検証します。

ステップ 12 VNXテナントオンボーディングのワークフローをダブルクリックします。

ステップ 13 [ワークフローデザイナ（Workflow Designer）]ダイアログボックスで、[ワークフロープロパティの編集
（Edit Workflow Properties）]をクリックしてタスクを表示し、必要に応じてこのワークフローのタスク入
力マッピングに使用するユーザ入力を編集します。

ステップ 14 （任意） 次のように、テナントのオンボーディングに対し詳細なタイプのカタログを追加し、カタログ

を公開します。

a) メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]を選択します。
b) [追加（Add）]をクリックします。
c) [カタログタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリストで、[詳細（Advanced）]を選択します。
d) [カタログの追加（Add Catalog）]ダイアログボックスで、カタログの基本情報を入力します。
e) [次へ（Next）]をクリックします。
f) [vAppワークフロー（vApp Workflow）]画面で、[選択（Select）]をクリックし、VNXテナントオン
ボーディングのワークフローを選択します。

g) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 15 次のいずれかの方法でテナントをオンボーディングします。

• MSPテナントのオンボーディング - VNXワークフローを実行する

1 [ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択し、[ワークフロー
（Workflow）]タブをクリックします。

2 [APICの使用例（APIC Usecases）] > [テナントの使用例（Tenant Usecases）]を選択します。

3 [MSPテナントのオンボーディング - VNX（Tenant Onboarding with MSP - VNX）]ワークフローを
選択し、[今すぐ実行（Execute Now）]をクリックします。

4 [ワークフローの実行：MSPテナントのオンボーディング - VNX（Executing Workflow: Tenant
Onboarding with MSP - VNX）]画面で、以下のフィールドに入力します。

説明フィールド

[選択（Select）]をクリックし、ステップ 6で
追加したテナントプロファイルを選択します。

[テナントプロファイル（Tenant Profile）]
フィールド

[選択（Select）]をクリックし、ステップ 5で
追加した提供サービスを選択します。

[提供サービス（Service Offering）]フィールド

テナントの名前。[テナント名（Tenant Name）]フィールド

テナントの説明。[テナントの説明（Tenant Description）]フィー
ルド
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説明フィールド

テナントにアクセスできるMSPユーザ名。[MSP管理者のユーザ名（MSP Admin
Username）]フィールド

テナントにアクセスするためのパスワード。[MSP管理者のパスワード（MSP Admin
Password）]フィールド

テナントにアクセスできるMSPの電子メール
アドレス。

[MSP管理者の電子メール（MSPAdminEmail）]
フィールド

テナントのデータストアのサイズ（GB単位）。[データストアサイズ（GB）（Datastore Size
(GB)）]フィールド

テナントに対して予約されるメモリの最大量

（MB単位）。
[メモリ予約（MB）（Memory Reservation
(MB)）]フィールド

テナントに必要な CPUの数[CPUの数（No of CPU）]フィールド

テナントに必要な仮想データセンター（VDC）
の数。

VDCの数は、アプリケーションコン
テナの階層ごとに（テナントオン

ボーディング中に）指定されるスー

パーネットのサブネット規模を決定

します。

（注）

[VDCの数（No of VDCs）]フィールド

テナントに必要なハーフ幅のブレードの数[ハーフ幅のブレードの数（No of Half Width
Blades）]フィールド

テナントに必要なフル幅のブレードの数[フル幅のブレードの数（No of Full Width
Blades）]フィールド

デフォルトでは、[いいえ（No）]が表示されま
す。[はい（Yes）]を選択した場合は、[MSPの
DRテナントのオンボーディング - VNX（DR
Tenant Onboarding with MSP - VNX）]ワークフ
ローが呼び出されます。DRサポートを備えた
テナントが、VNXストレージデバイスのMSP
組織にオンボードされます。

[複製が必要（Replication Required）]ドロップ
ダウンリスト
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説明フィールド

テナントオンボーディング時に、次のいずれか

を選択して、レイヤ 2アウトまたはレイヤ 3ア
ウトの設定を行います。

• [なし（None）]：テナント用の標準のネッ
トワーク設定を使用します。

• [L2アウト（L2 out）]：テナントに対して
レイヤ 2アウトを設定します。

• [L3アウト（L3 out）]：テナントに対して
レイヤ 3アウトを設定します。

[L2または L3外部ネットワーク設定（L2 Or L3
External Network Configuration）]ドロップダウ
ンリスト

レイヤ 2ポートに割り当てられる VLAN ID。[L2 VLAN ID]フィールド

レイヤ 2ポートに対する IPアドレスの割り当
て元の IPサブネットプール。

[L2 IPサブネット（x.x.x.x/n）（L2 IP Subnet
(x.x.x.x/n)）]フィールド

テナントに対する IPアドレスの割り当て元の
IPサブネットプール。

[テナント IPサブネット（x.x.x.x/n）（Tenant IP
Subnet (x.x.x.x/n)）]フィールド

テナント内の階層間で IPアドレスを共有する
には、このチェックボックスをオンにします。

[共有 IPサブネットの作成（Create Shared IP
Subnet Pool）]チェックボックス

[選択（Select）]をクリックし、テナントへの
プライベート IPアドレスの割り当て元とする
サブネットプールポリシーを選択します。

[プライベート IPサブネットプールポリシー
（Private IP Subnet Pool Policy）]フィールド
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説明フィールド

次のいずれかを実行します。

• [テナントリソースの使用（Use Tenant
Resources）]：テナント用に割り当てられ
たリソースを使用します。

• [既存のリソースの使用（Use Existing
Resources）]：vCenterで使用可能な共通の
リソースを使用します。

• [新しいリソースのプロビジョニング
（ProvisionNewResources）]：[データスト
アのサイズ（GB）（ND用）（Datastore
Size (GB) (For ND)）]、[CPUの数（ND
用）（No of CPU (For ND)）]、および [メ
モリ予約（MB）（ND用）（Memory
Reservation (MB) (For ND)）]の各フィール
ドを入力して、新しいリソースを定義しま

す。

[ネットワークデバイス（ND）用のリソースの
選択（Resource Selection For Network Device
(ND)）]ドロップダウンリスト

次のフィールドには、[ネットワークデバイス（ND）のリソース選択（Resource Selection For
NetworkDevice (ND)）] ドロップダウンリストで [新しいリソースのプロビジョニング（Provision
New Resources）]が選択されている場合にのみ入力してください。

ネットワークデバイスに対して割り当てること

ができるデータストアの最大サイズ（GB単
位）。

[データストアサイズ（GB）（ND用）
（Datastore Size (GB) (For ND)）]フィールド

ネットワークデバイスに割り当てる CPUの最
大数。

[CPUの数（ND用）（No of CPU (For ND)）]
フィールド

ネットワークデバイスに対するメモリ予約の最

大サイズ（MB単位）。
[メモリ予約（MB）（ND用）（Memory
Reservation (MB) (For ND)）]フィールド

コンテナ VMのプロビジョニング中、Cisco UCS Directorではテナントのリソースプー
ルおよびデータストアが使用されます。ネットワークに関連付けられた VMのプロビ
ジョニング中、Cisco UCS Directorではネットワークデバイスのリソースプールおよび
データストアが使用されます。

（注）

5 [送信（Submit）]をクリックします。

•サービスリクエストを作成します。
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メニューバーで、[組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]の順に選択
します。

1

2 [サービスリクエスト（Service Requests）]タブをクリックします。

3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。

4 [サービスリクエストの作成（Create Service Request）]ダイアログボックスで、[グループ
（Group）]、[カタログタイプ（詳細）（CatalogType (Advanced)）]、および [カタログ（Catalog）]
（ステップ 14で作成）を選択します。

5 [次へ（Next）]をクリックします。

6 [カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で、カスタムワークフローの入力値を入力しま
す。

• [複製が必要（Replication Required）]ドロップダウンリストから [はい（Yes）]を選択して、
[MSPの DRテナントのオンボーディング - VNX（DR Tenant Onboarding with MSP - VNX）]
ワークフローを呼び出します。DRサポートを備えたテナントが、VNXストレージデバイス
のMSP組織にオンボードされます。

• IPサブネットプールに IP範囲を指定します。各コンテナが IPサブネットプールから一意の
サブネットアドレスを取得します。デフォルトでは、IPアドレスのオーバラップは許可され
ていません。階層に対して IPアドレスのオーバーラップを有効にするには、[共有 IPサブ
ネットプールの作成（Create Shared IP Subnet Pool）]チェックボックスをオンにします。

7 サービスリクエストの概要を確認します。

8 [送信（Submit）]をクリックします。

• userAPISubmitVAppServiceRequest REST API.を使用します。

1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択しま
す。

2 [REST APIブラウザ（REST API Browser）] タブをクリックします。

3 [REST APIブラウザ（Rest API Browser）]タブの右上隅にある [検索（Search）]フィールドに
userAPISubmitVAppServiceRequestと入力します。

4 [userAPISubmitVAppServiceRequest]をダブルクリックします。REST APIブラウザに次のタブが表
示されます。[APIの例（API Examples）]、[詳細（Details）]、[概要（Summary）]

5 [APIの例（API Examples）]タブで、[URLの生成（Generate URL）]をクリックします。

6 param0変数で、カタログ名を渡します。

7 param1変数で、テナント名、テナントの説明、MSP管理者の詳細、データストアのサイズ、メモ
リ予約、CPUの数、VDCの数、ハーフ幅ブレードの数、フル幅ブレードの数、L2またはL3外部
ネットワークの設定、L2 VLAN ID、L2 IPサブネット、および必要なレプリケーションなどのテ
ナントの詳細を渡します。
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レイヤ2設定がないテナントのオンボーディングの場合は、次の変数の値として何も渡
しません。L2または L3外部ネットワークの設定、L2 VLAN ID、および L2 IPサブネッ
ト。

（注）

8 [REST APIの実行（Execute REST API）]をクリックします。REST APIブラウザの [応答
（Response）]フィールドにサービスリクエスト IDが表示されます。

9 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。[サービスリク
エスト（Service Request）]タブで、サービスリクエストを選択し、[詳細の表示（View Details）]
をクリックして、サービスリクエストのワークフローステータスとログの詳細を表示します。

例：Flexpod ACI – テナントインフラストラクチャの設定
ここでは、Flexpod ACI –テナントインフラストラクチャ設定のワークフローを使用した NetApp
ストレージへのテナントのオンボーディングに関わるプロセスについて手順を追って説明します。

ステップ 1 ポッドを追加します。詳細については、『Cisco UCSDirector Administration Guide』を参照してください。

ステップ 2 ポッドに次のタイプのアカウントを追加します。

•物理コンピューティング：Cisco UCS Manager

•物理ストレージ：NetAppクラスタモード

•物理ネットワーク：APICアカウント。詳細については、APICアカウントの追加, （5ページ）を
参照してください。

•仮想アカウント：VMware

物理アカウントおよび仮想アカウントの作成方法の詳細については、『Cisco UCS Director Administration
Guide』を参照してください。

ステップ 3 [リソースグループへのポッドの追加（AddPod toResourceGroup）]オプションを使用してポッドをリソー
スグループに追加し、ポッド内のアカウントをリソースグループに関連付けます。詳細については、リ

ソースグループへのポッドの追加, （46ページ）を参照してください。

ステップ 4 リソースグループを選択し、[編集（Edit）]をクリックして各アカウントの環境変数を定義します。詳細
については、リソースグループの編集, （44ページ）を参照してください。
NetAppテナントのオンボーディング用に定義する環境変数は次のとおりです。

•仮想コンピューティング

◦コンテナの親フォルダ：新しく作成したコンテナを追加するフォルダ。

•仮想ストレージ：なし。
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•仮想ネットワーク

• VMware用のVMMドメイン：この環境変数は、テナントのオンボーディングに使用されます。
vCenterは Virtual Machine Manager（VMM）ドメインを使用して設定されます。vCenterが APIC
に関連付けられている場合は、同じ名前の分散仮想スイッチ（DVS）が vCenterで作成されま
す。

Cisco UCS Directorは、VLANおよび VXLANの両方のモードで AVSをサポートします。VM
は、VMMドメインに割り当てられたプールから VLAN IDまたは VXLAN IDを取得します。
VXLANモードで AVSをサポートするには、Cisco AVスイッチのある VMMドメインを選択し
ます。

• DVスイッチ：この環境変数は、テナントのオンボーディングに使用されます。このDVスイッ
チは、テナントのオンボーディング時に、選択したホストへ接続するために使用されます。

•物理コンピューティング

• UCS用の物理ドメイン：この環境変数はベアメタルプロビジョニングに使用されます。Cisco
UCSの物理ドメイン。

• VLANプール：アカウントに VLAN IDを割り当てる VLANプール。

•物理ストレージ

◦ NetApp用の物理ドメイン：NetAppアカウントをAPICに接続するために使用される物理ドメイ
ン。

◦ VLANプール：クラスタ vServerの作成に使用される VLANプール。

◦ SPポート：この環境変数は VNXタイプアカウントに使用されます。物理ストレージアカウン
トのストレージプロセッサ（SP）ポート。

◦ NFS Vlanプール：この環境変数はVLANプールを定義するために使用されます。個々のVLAN
はその後プールから物理ストレージアカウントに動的に割り当てられます。

◦ SVM mgmt Vlanプール：ストレージ仮想マシン（SVM）の管理用の VLANプール

◦ iSCSI_A VLANプール：VLANを iSCSI_A VLANとして選択する VLANプール。

◦ iSCSI_B VLANプール：VLANを iSCSI_B VLANとして選択する VLANプール。

◦ノード 1用の APIC vPC静的パス：ノード 1用の仮想ポートチャネル（vPC）の静的パス。

◦ノード 2用の APIC vPC静的パス：ノード 2用の仮想ポートチャネル（vPC）の静的パス。

◦ NFS IPサブネットプールポリシー：NFSのサブネット IPプールポリシー。

◦ iSCSI_A IPサブネットプールポリシー：最初の iSCSI VLANに使用する IPサブネットプール
ポリシー。

◦ iSCSI_B IPサブネットプールポリシー：2番目の iSCSI VLANに使用する IPサブネットプール
ポリシー。
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◦ SVM mgmt IPサブネットプールポリシー：SVM管理用のサブネット IPプールポリシー。

◦ VMNet IPサブネットプールポリシー：VMネットワーク用のサブネット IPプールポリシー。

◦ノード 1用のAPIC Vlan Pool：ノード 1の VLAN IDの割り当て元となる APIC VLANプール。

◦ノード 2用APIC Vlan Pool：ノード 2の VLAN IDの割り当て元となる APIC VLANプール。

◦クラスタノード 1 ID：最初の NetApp Cモードアカウントノードの ID。

◦クラスタノード 2 ID：2番目の NetApp Cモードアカウントノードの ID。

•物理ネットワーク

• IP Pool：NetAppデータストアとホスト vmkernel間の IPアドレスを割り当てるために使用され
る IPプール。

• DPC静的パス 2：2番目の DPCの静的パス。

• L2物理ドメイン：レイヤ 2の物理ドメイン。

レイヤ 2設定でテナントをオンボードするには、DPC静的パスおよび L2物理ドメインの
値を設定します。

（注）

ステップ 5 提供サービスを追加し、それぞれのリソースタイプのサービスクラスを定義します（物理コンピューティ

ング、物理ストレージ、物理ネットワーク、仮想コンピューティング、仮想ストレージ、仮想ネットワー

ク）。提供サービスは、テナントのリソース要件を定義します。提供サービスの追加についての詳細は、

提供サービスの追加, （51ページ）を参照してください。

ステップ 6 テナントプロファイルを追加します。[テナントプロファイルの追加（Add Tenant Profile）]ダイアログ
ボックスで、ステップ5で追加した提供サービスを選択し、リソースグループを提供サービスに追加しま
す。テナントプロファイルの追加方法の詳細については、テナントプロファイルの追加, （64ページ）
を参照してください。

ステップ 7 Flexpod ACIの追加：テナントインフラストラクチャ設定のワークフロー。必須入力値を次のように入力
します。

a) [ポリシー（Policies）]> [オーケストレーション（Orchestration）]を選択し、[ワークフロー（Workflow）]
タブをクリックします。

b) [APICの使用例（APIC Usecases）] > [NetAppストレージテナントの使用例（NetApp Storage Tenant
Usecases）]を選択します。

c) [FlexpodACI：テナントインフラストラクチャの設定（FlexpodACI –Tenant InfrastructureConfiguration）]
を選択し、[ワークフローの編集（Edit Workflow）]をクリックします。

d) [ワークフローの詳細の編集（Edit Workflow Details）]画面で、必要な変更を行います。
e) [次へ（Next）]をクリックします。
f) [ユーザ入力の編集（Edit User Inputs）]画面で、必須パラメータの値を設定します。

• VMのオーバーサブスクリプション、CPUの予約、最大サブネット数、VDCごとの最大階層数の
値を設定します。たとえば、次のように値を設定することができます。

◦サブネットの最大数：32
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◦ VDCごとの最大階層数：8

◦ VMオーバーサブスクリプション：5

◦ CPU予約（MHz）：2000

g) [次へ（Next）]をクリックします。
h) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 8 [Flexpod ACI：テナントインフラストラクチャの設定（Flexpod ACI – Tenant Infrastructure Configuration）]
ワークフローを選択し、[ワークフローの検証（Validate Workflow）]をクリックしてワークフローを検証
します。

ステップ 9 [Flexpod ACI –マルチテナントインフラストラクチャの設定（Flexpod ACI – Tenant Infrastructure
Configuration）]ワークフローをダブルクリックします。

ステップ 10 [ワークフローデザイナ（Workflow Designer）]ダイアログボックスで、[ワークフロープロパティの編集
（Edit Workflow Properties）]をクリックして、タスクを表示し、必要に応じてこのワークフローのタスク
入力マッピングに使用するユーザ入力を編集します。

ステップ 11 次のように、テナントのオンボーディングに対し詳細なタイプのカタログを追加し、カタログを公開しま
す。

a) メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [カタログ（Catalogs）]を選択します。
b) [追加（Add）]をクリックします。
c) [カタログタイプ（Catalog Type）]ドロップダウンリストで、[詳細（Advanced）]を選択します。[送信
（Submit）]をクリックします。

d) [カタログの追加（Add Catalog）]ダイアログボックスで、カタログの基本情報を入力します。
e) [次へ（Next）]をクリックします。
f) [vAppワークフロー（vAppWorkflow）]画面で、[選択（Select）]をクリックし、[Flexpod ACI –マルチ
テナントインフラストラクチャの設定（Flexpod ACI – Tenant Infrastructure Configuration）]ワークフ
ローをダブルクリックします。

g) [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 12 カタログを公開後、次のいずれかの方法でテナントをオンボードできます。

•サービスリクエストを作成します。

1 メニューバーで、[組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]の順に選択
します。

2 [サービスリクエスト（Service Requests）]タブをクリックします。

3 [リクエストの作成（Create Request）]をクリックします。

4 [サービスリクエストの作成（Create Service Request）]ダイアログボックスで、[グループ
（Group）]、[カタログタイプ（Catalog Type）]（詳細）、および [カタログ（Catalog）]（ステッ
プステップ 11で作成されます）を選択します。

5 [次へ（Next）]をクリックします。
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6 [カスタムワークフロー（CustomWorkflow）]画面で、カスタムワークフローの入力値を入力しま
す。IPサブネットプールに IP範囲を指定する必要があります。各コンテナが IPサブネットプー
ルから一意のサブネットアドレスを取得します。デフォルトでは、IPアドレスのオーバラップは
許可されていません。階層に対して IPアドレスのオーバーラップを有効にするには、[共有 IPサ
ブネットプールの作成（Create Shared IP Subnet Pool）]チェックボックスをオンにします。

7 サービスリクエストの概要を確認します。

8 [送信（Submit）]をクリックします。

• userAPISubmitVAppServiceRequest REST API.を使用します。

1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [オーケストレーション（Orchestration）]を選択しま
す。

2 [REST APIブラウザ（REST API Browser）] タブをクリックします。

3 [REST APIブラウザ（Rest API Browser）]タブの右上隅にある [検索（Search）]フィールドに
userAPISubmitVAppServiceRequestと入力します。

4 [userAPISubmitVAppServiceRequest]をダブルクリックします。REST APIブラウザに次のタブが表
示されます。[APIの例（API Examples）]、[詳細（Details）]、[概要（Summary）]

5 [APIの例（API Examples）]タブで、[URLの生成（Generate URL）]をクリックします。

6 param0変数で、カタログ名を渡します。

7 param1変数では、テナントの名前、テナントの説明、テナントプロファイル、テナントの提供
サービス、テナントの連絡先電子メールアドレス、テナント SVM管理者のパスワード、データ
ストアの容量、データストアの容量単位、データストアストレージのスナップショットポリシー、

SVMルートボリュームロードシェアリング（LS）SnapMirrorスケジュール、メモリ予約（MB
単位）、CPUの数、VDCの数、L2または L3の外部ネットワーク設定、L2 VLAN ID、L2 IPサブ
ネットアドレスなどのテナントの詳細情報を渡します。

8 [REST APIの実行（Execute REST API）]をクリックします。REST APIブラウザの [応答
（Response）]フィールドにサービスリクエスト IDが表示されます。

9 [組織（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]を選択します。[サービスリク
エスト（Service Request）]タブで、サービスリクエストを選択し、[詳細の表示（View Details）]
をクリックして、サービスリクエストのワークフローステータスとログの詳細を表示します。

例：プライベートネットワークを備えたテナントオンボーディング

このワークフローでは、APICアカウントと VMwareアカウントのみを使用してテナントをオン
ボードします。ここでは、APICアカウントとVMwareアカウントを使用した、複数のプライベー
トネットワークを備えたテナントのオンボーディングに関わる手順を順を追って説明します。
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この例では、ワンアームモードの VPXインスタンスのある SDXを使用して検証します。（注）

はじめる前に

• VMwareクラスタ、データストアクラスタ、およびデータストアに対して適切なタグが作成
されていることを確認します。また、これらのタグが、仮想コンピューティングおよび仮想

ストレージで、VMwareクラスタ、データストアクラスタ、およびデータストアの手動での
タグ付けに使用されていることを確認します。

• ESXiクラスタおよびホストが定義されていることを確認します。

•データストアおよびデータストアクラスタが定義されていることを確認します。

ステップ 1 ポッドを追加します。詳細については、『Cisco UCSDirector Administration Guide』を参照してください。

ステップ 2 ポッドに次のタイプのアカウントを追加します。

•物理ネットワーク：APICアカウント。詳細については、APICアカウントの追加, （5ページ）を
参照してください。

•仮想アカウント：VMware

物理アカウントおよび仮想アカウントの作成方法の詳細については、『Cisco UCS Director Administration
Guide』を参照してください。

ステップ 3 [リソースグループへのポッドの追加（AddPod toResourceGroup）]オプションを使用してポッドをリソー
スグループに追加し、ポッド内のアカウントをリソースグループに関連付けます。詳細については、リ

ソースグループへのポッドの追加, （46ページ）を参照してください。

ステップ 4 リソースグループを選択し、[編集（Edit）]をクリックして各アカウントの環境変数を定義します。詳細
については、リソースグループの編集, （44ページ）を参照してください。
テナントのオンボーディング用に定義する必要がある環境変数は次のとおりです。

•仮想コンピューティング

◦コンテナの親フォルダ：新しく作成したコンテナを追加するフォルダ。

◦ IPサブネットプールポリシー：この環境変数は、コンテナのプロビジョニングに使用されま
す。APICコンテナは Cisco UCS Directorで定義された IPサブネットプールポリシーを使用し
ます。コンテナ内部の階層ごとに、IPサブネットプールポリシーからの固有のサブネットア
ドレスが割り当てられます。

•仮想ストレージ：なし。

•仮想ネットワーク

• VMware用のVMMドメイン：この環境変数は、テナントのオンボーディングに使用されます。
vCenterは Virtual Machine Manager（VMM）ドメインを使用して設定されます。vCenterが APIC
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に関連付けられている場合は、同じ名前の分散仮想スイッチ（DVS）が vCenterで作成されま
す。

Cisco UCS Directorは、VLANおよび VXLANの両方のモードで AVSをサポートします。VM
は、VMMドメインに割り当てられたプールから VLAN IDまたは VXLAN IDを取得します。
VXLANモードで AVSをサポートするには、Cisco AVスイッチのある VMMドメインを選択し
ます。

• DVスイッチ：この環境変数は、テナントのオンボーディングに使用されます。このDVスイッ
チは、テナントのオンボーディング時に、選択したホストへ接続するために使用されます。

•物理ネットワーク

• L3ドメイン：この環境変数は、外部ルーテッドネットワークを設定するために使用されます。
APICアカウントのレイヤ 3ドメイン。

• Path 1 to L3Out：ACIリーフから外部ルータへの最初の中継パス。

• Path 2 to L3Out：ACIリーフから外部ルータへの 2番目の中継パス。

• L3 Vlanプール：この環境変数は、外部ルーテッドネットワークを設定するために使用されま
す。ルータと Nexus間の通信で使用する VLAN IDを取得するために使用されるプール。

•ルータ IPプール：この環境変数は、外部ルーテッドネットワークを設定するために使用されま
す。外部レイヤ 3ネットワークのルータにルータ IDを設定するための IPプールです。

• SVIIPプール：この環境変数は、外部ルーテッドネットワークを設定するために使用されます。
APICリーフのスイッチ仮想インターフェイス（SVI）を設定するためのサブネット。

•ノード：この環境変数は、中継 EPGを作成するために使用されます。APICアカウントのリー
フノード。

• SVIパス：この環境変数は、外部ルーテッドネットワークを設定するために使用されます。外
部レイヤ 3ネットワークのルータに APICを接続するインターフェイス。

• L2物理ドメイン：この環境変数は、中継EPGを作成するために使用されます。レイヤ 2の物理
ドメイン。

• L2中継 Vlanプール：この環境変数は、中継 EPGを作成するために使用されます。中継 EPGの
VLAN IDを取得するために使用されるプール。

• LBクラスタ IPプール：ロードバランサデバイスのクラスタ管理 IPアドレスを提供するための
IPプール。

ステップ 5 提供サービスを追加します。提供サービスの追加時に、[必須サービスクラス要件のオーバーライド（Override
Mandatory ServiceClassRequirement）]チェックボックスをオンにし、各リソースタイプ（物理ネットワー
ク、仮想コンピューティング、仮想ストレージ、および仮想ネットワーク）それぞれにサービスクラスを
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定義します。この提供サービスは、テナントのリソース要件を定義します。提供サービスの追加について

の詳細は、提供サービスの追加, （51ページ）を参照してください。

ステップ 6 テナントプロファイルを追加します。[テナントプロファイルの追加（Add Tenant Profile）]ダイアログ
ボックスで、ステップ5で追加した提供サービスを選択し、リソースグループを提供サービスに追加しま
す。テナントプロファイルの追加方法の詳細については、テナントプロファイルの追加, （64ページ）
を参照してください。

ステップ 7 複数のプライベートネットワークを使用するテナントのオンボーディングを行うには、次のようにして、

テナントのオンボーディングワークフローを実行します。

a) [ポリシー（Policies）]> [オーケストレーション（Orchestration）]を選択し、[ワークフロー（Workflow）]
タブをクリックします。

b) [APICの使用例（APIC Usecases）] > [テナントの使用例（Tenant Usecases）]を選択します。
c) [プライベートネットワークを備えたテナントのオンボーディング（Tenant Onboarding with Private

Network(s)）]ワークフローを選択し、[今すぐ実行（Execute Now）]をクリックします。
d) [ワークフローの実行：プライベートネットワークを備えたテナントのオンボーディング（Executing

Workflow: Tenant Onboarding with Private Network(s)）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

[選択（Select）]をクリックし、ステップ 6で追加
したテナントプロファイルを選択します。

[テナントプロファイル（Tenant Profile）]フィー
ルド

[選択（Select）]をクリックし、ステップ 5で追加
した提供サービスを選択します。

[提供サービス（Service Offering）]フィールド

テナントの名前。[テナント名（Tenant Name）]フィールド

テナントの説明。[テナントの説明（Tenant Description）]フィール
ド

テナントにアクセスできるグループ管理者のユー

ザ名。

[グループ管理者のユーザ名（Group Admin
Username）]フィールド

テナントにアクセスするためのパスワード。[グループ管理者のパスワード（Group Admin
Password）]フィールド

テナントにアクセスできるグループ管理者の電子

メールアドレス。

[グループ管理者の電子メール（Group Admin
Email）]フィールド

テナントに必要な仮想データセンター（VDC）の
数。

VDCの数は、アプリケーションコンテ
ナの階層ごとに（テナントオンボーディ

ング中に）指定されるスーパーネットの

サブネット規模を決定します。

（注）

[VDCの数（No of VDCs）]フィールド
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説明フィールド

このチェックボックスをオンにして、選択した汎

用のVMwareクラスタに応じたデータストアおよ
びデータストアクラスタを選択します。

[データストアの自動選択（Automatic Datastore
Selection）]チェックボックス

[選択（Select）] をクリックし、リソースグルー
プで使用可能な VMwareアカウントに応じた
VMware ESXiクラスタを選択します。

[VMWare ESXiクラスタ（VMWare ESXi Cluster）]
フィールド

このフィールドは、[データストアの自動選択
（Automatic Datastore Selection）]チェックボック
スがオンになっている場合はオプションです。[選
択（Select）] をクリックし、選択されたVMware
ESXiクラスタから、適合するデータストアがある
VMwareデータストアクラスタを 1つ、または複
数選択します。選択されたデータストアクラスタ

は vPODに追加されます。

[VMWareデータストアクラスタ（VMWare
Datastore Cluster）]フィールド

このフィールドは、[データストアの自動選択
（Automatic Datastore Selection）]チェックボック
スがオンになっている場合はオプションです。[選
択（Select）]をクリックして、アプリケーション
階層のタグの値のマッピングおよびオンボーディ

ング中のデータストアサイズの要件に応じて、選

択された VMware ESXiクラスタから 1つまたは
複数のVMwareデータストアを選択します。選択
されたデータストアは vPODに追加されます。

[VMWareデータストア（VMWare Datastores）]
フィールド

ネットワーク、ルータ、およびリンクの論理的な

集合であるエリアの IDで、ネットワーク、ルー
タ、およびリンクのエリア IDはすべて同じにな
ります。

[エリア ID（Area ID）]フィールド
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説明フィールド

[追加（Add）]アイコンをクリックし、プライベー
トネットワークをテナントに追加します。[エン
トリの追加先（Add Entry to）]ダイアログボック
スで、次のフィールドに入力します。

• [プライベートネットワーク（Private
Network）]：プライベートネットワークの名
前。

• [サブネット（Subnets）]：コンテナの導入時
にロードバランサの設定に使用されたサブ

ネットワークのプール。少なくとも、2つの
サブネットワークをロードバランサ設定に

定義する必要があります。たとえば、ロード

バランサ 1のサブネットワークは 10.1.1.0/24
に、ロードバランサ2のサブネットワークは
10.1.2.0/24にします。

• [スーパーネット（Supernets）]：階層のスー
パーネットワーク。階層 1、階層 2、および
階層 3のスーパーネットワークを追加しま
す。たとえば、階層1のスーパーネットワー
クを 10.1.3.0/24に、階層 2のスーパーネット
ワークを 10.1.4.0/24に、階層 3のスーパー
ネットワークを 10.1.5.0/24にします。

• [送信（Submit）]をクリックします。

[プライベートネットワークプロファイル（Private
Network Profile）]フィールド

e) [送信（Submit）]をクリックします。
container-tierタグマッピングによって当該のリソースが使用できない場合、コンテナのプロ
ビジョニングは失敗します。

（注）

Cisco UCS Directorテナントのオフボーディング

ステップ 1 メニューバーで、[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [テナントのプロファイル（Tenant Profile）]タブをクリックします。

ステップ 3 テナントプロファイルを選択して、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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テナントプロファイルを使用してオンボードされたテナントが表示されます。

ステップ 4 オフボードするテナントを選択し、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 5 [テナント（Tenant）]ダイアログボックスで、[削除（Delete）]をクリックしてテナントの削除を確認しま
す。

テナントに関連して作成されたサービスリクエストがロールバックされます。

または、[テナント（Tenant）]タブ（[ポリシー（Policies）] > [リソースグループ（Resource
Groups）]）からテナントを削除できます。[テナント（Tenant）]タブで、テナントを選択し、
[削除（Delete）]をクリックします。

（注）

テナントがコンテナに関連付けられている場合は、エラーメッセージが表示されます。サービスリクエ

ストをロールバックして、テナントに関連付けられたリソースとコンテナを完全にクリーンアップしま

す。サービスリクエストをロールバックするには、[アーカイブ（Archive）]アクション（[組織
（Organizations）] > [サービスリクエスト（Service Requests）]）を使用するか、userAPIRollbackWorkflow
APIを使用します。
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第 6 章

多層アプリケーションの展開

この章は、次の項で構成されています。

• 多層 APICアプリケーションの展開について, 97 ページ

多層 APIC アプリケーションの展開について
Application Policy Infrastructure Controller（APIC）アプリケーションを Cisco UCS Directorに展開す
るには、既存のアプリケーションプロファイルを作成または使用する必要があります。アプリ

ケーションプロファイルで定義する項目は次のとおりです。

•関連するテナントプロファイル用のアプリケーションリソースを提供するためのアプリケー
ションセントリックインフラストラクチャ（ACI）ネットワーク層。

•アプリケーションコンポーネントごとのCiscoUCS物理リソース、仮想リソース、コンピュー
ティングリソース、およびストレージリソースの容量と品質を定義する適切なリソースグ

ループ。

•アプリケーションに適したサービス品質とセキュリティを提供する必要がある ACIネット
ワークサービス。

アプリケーションプロファイルを作成し、APICコンテナを使用して多層APICアプリケーション
を導入する方法の詳細については、『Cisco UCS Director Application Container Guide』を参照して
ください。
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